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【
要
約
】
　
一
八
八
六
年
の
「
ビ
ル
マ
・
チ
ベ
ッ
ト
協
定
」
で
は
、
ビ
ル
マ
人
の
北
京
へ
の
貢
使
導
燈
の
継
続
と
、
英
国
の
ビ
ル
マ
統
治
と
が
英
国
・
清
朝

そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
。
一
九
世
紀
中
国
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
の
変
容
を
、
近
代
条
約
体
制
に
よ
る
伝
統
朝
貢
体
制
へ
の
挑
戦
・
優
越
と
捉

え
る
研
究
史
の
文
脈
か
ら
す
れ
ば
特
異
な
性
格
を
持
つ
こ
の
協
定
に
対
し
、
従
来
の
研
究
は
朝
貢
と
い
う
儀
礼
に
限
定
さ
れ
る
中
華
的
宗
属
関
係
の
特
質

か
ら
説
明
を
行
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
名
義
上
の
宗
国
関
係
を
追
求
す
る
清
朝
に
罪
し
、
英
国
は
ハ
ー
ト
の
建
議
を
入
れ
て
門
虚
名
を
譲
っ
て
実
利
を

と
」
つ
た
と
。
し
か
し
、
こ
の
ハ
…
ト
の
提
案
が
実
は
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
と
李
下
章
へ
の
対
抗
策
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
駐
英
公
使
継
母
澤
と
中
国
本
国
と
の
外
交
方
針
を
「
積
極
扁
と
「
消
極
」
・
門
実
利
」
と
「
虚
名
扁
と
し
て
対
比
す
る
分
析
粋
組
み
が
一
般
的
だ

が
、
実
は
こ
う
し
た
清
末
中
国
外
交
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
ハ
ー
ト
や
オ
コ
ナ
ー
あ
る
い
は
李
国
章
と
い
う
双
方
の
交
渉
担
当
者
が
、
各
々
交
渉
を
有

利
に
進
め
る
た
め
に
強
調
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
中
国
西
南
辺
境
地
域
の
現
状
を
維
持
し
た
い
が
十
分
類
統
治
能
力
に
欠
け
る
清
朝
の
現

実
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
虚
名
（
朝
貢
）
」
と
「
実
利
（
ビ
ル
マ
併
合
）
」
と
の
取
引
が
前
面
に
で
る
背
後
で
、
雲
南
ー
ビ
ル
マ
間
の
国
境
・
通
商
と
い
う

重
大
問
題
に
お
い
て
は
、
現
状
維
持
を
認
め
る
妥
協
が
、
李
鴻
章
と
オ
コ
ナ
ー
を
中
心
に
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
史
林
　
八
八
巻
二
号
　
一
一
〇
〇
五
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
八
八
六
年
七
月
二
四
日
、
総
理
衙
門
大
臣
と
前
駐
華
英
国
代
理
公
使
オ
コ
ナ
ー
と
の
間
で
一
つ
の
協
定
が
調
印
さ
れ
た
。
「
ビ
ル
マ
お
よ

び
チ
ベ
ッ
ト
に
関
す
る
協
定
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
協
定
（
以
下
「
ビ
ル
マ
・
チ
ベ
ッ
ト
協
定
」
と
略
記
）
は
、
全
文
五
か
条
の
簡
単
な
協
定
で
あ
る
。

69　（233）



こ
の
年
一
月
一
日
、
英
国
は
清
朝
の
属
国
で
あ
る
ビ
ル
マ
の
併
合
を
宣
具
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
結
び
英
国
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
ビ
ル
マ
国
王

テ
ィ
ー
ボ
ー
に
対
し
、
イ
ン
ド
総
督
ダ
フ
ァ
リ
ン
は
英
国
人
商
会
に
対
す
る
訴
訟
事
件
を
口
実
に
、
一
八
八
五
年
＝
月
遠
征
軍
を
派
遣
、
二

〇
日
あ
ま
り
で
首
都
マ
ン
ダ
レ
ー
を
落
と
し
て
国
王
を
捕
ら
え
る
と
、
英
国
は
全
ビ
ル
マ
の
併
合
を
決
定
し
た
。
こ
う
し
た
新
事
態
を
調
整
す

る
た
め
中
英
間
で
締
結
さ
れ
た
の
が
こ
の
「
ビ
ル
マ
・
チ
ベ
ッ
ト
協
定
」
で
あ
る
。

　
一
九
世
紀
後
半
の
東
・
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
「
近
代
条
約
体
制
」
の
原
理
に
基
づ
く
国
際
関
係
の
再
編
が
進
ん
だ
が
、
こ
れ
を
中
国
史
の
立

場
か
ら
見
る
と
、
緩
衝
地
帯
た
る
朝
貢
国
が
中
国
の
宗
主
権
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
く
過
程
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
英
国
に
よ
る
ビ
ル
マ
併
合

も
こ
う
し
た
「
辺
境
の
喪
失
」
の
一
環
で
あ
る
。
し
か
し
、
琉
球
や
ベ
ト
ナ
ム
、
朝
鮮
に
お
い
て
は
、
清
朝
と
こ
れ
ら
諸
国
と
の
宗
属
関
係
を

め
ぐ
り
、
日
本
や
フ
ラ
ン
ス
と
の
問
で
激
し
い
対
立
に
発
展
し
た
の
と
は
対
照
的
に
、
「
ビ
ル
マ
・
チ
ベ
ッ
ト
協
定
」
第
一
条
で
、
英
国
は
ビ

ル
マ
人
に
よ
る
貢
使
派
遣
の
継
続
を
承
認
し
て
い
る
。

　
マ
カ
！
ト
ニ
ー
使
節
団
（
一
七
九
三
年
）
以
来
の
中
西
間
に
お
け
る
外
交
関
係
の
変
化
を
、
「
近
代
条
約
体
制
」
の
「
朝
貢
体
鋼
」
に
対
す
る

抵
抗
と
優
越
の
過
程
と
看
駕
す
研
究
史
の
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
協
定
は
特
異
な
存
在
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
特
異
性
ゆ
え
に
か
、
こ
れ
ま
で

十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
特
異
性
に
言
及
す
る
研
究
は
、
中
華
的
宗
属
関
係
の
有
す
る
特
質
か
ら
そ
の
説

明
を
行
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
清
朝
が
重
視
し
た
宗
属
関
係
と
は
、
「
近
代
条
約
体
制
」
で
い
う
と
こ
ろ
の
宗
属
関
係
と
は
異
な
り
、
「
朝
貢
」

と
い
う
儀
礼
に
限
定
さ
れ
、
支
配
の
内
実
は
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
名
儀
上
の
宗
属
関
係
に
固
執
す
る
清
朝
に
対
し
、
R
・

ハ
ー
ト
ら
英
国
側
は
「
名
を
譲
っ
て
実
を
と
る
」
策
を
採
用
し
た
、
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
説
明
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
説
明
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
虚
名
」
に
満
足
し
た
清
朝
は
「
実
利
」
を
英
国
に
奪
わ
れ
た
の
だ
、
と
い
う
否
定
的
な
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
ビ
ル
マ
問
題
に
お
け
る
中
国
側
の
対
応
を
論
じ
る
際
、
先
行
研
究
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
の
は
、
駐
英
公
使
曾
紀
澤
と
本
国
（
外
政

撫
当
者
で
あ
る
総
理
衙
門
や
李
鴻
章
、
あ
る
い
は
西
太
后
を
申
心
と
す
る
政
権
首
脳
部
）
の
対
応
と
を
区
別
し
て
捉
え
る
点
で
あ
る
。
曾
紀
澤
は
イ
ラ

ワ
ジ
川
上
流
の
通
商
拠
点
バ
モ
ー
の
割
譲
を
要
求
し
、
積
極
的
な
対
外
政
策
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
本
国
側
は
「
朝
貢
の
継
続
」
と
い
う
虚
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中英「ビルマ・チベット協定」（一八八六年）の背景（箱田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

名
を
重
視
し
た
、
と
し
て
両
者
の
対
応
を
対
比
す
る
。
こ
の
時
期
の
中
国
外
交
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
外
交
を
展
開
し
た
在
外
公
使
た
ち
と

消
極
的
な
本
国
と
い
う
対
比
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
実
際
そ
う
し
た
側
面
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
果
た
し
て
両
者
の
政
策
は

そ
れ
ほ
ど
明
確
に
区
別
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
再
検
討
を
要
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
分
析
枠
組
み
は
た
ぶ
ん
に
価
値
判

断
に
先
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
外
交
政
策
の
立
案
・
決
定
過
程
や
交
渉
経
緯
に
対
す
る
詳
細
な
考
察
か
ら
導
き
出

さ
れ
た
結
論
と
は
言
い
難
い
か
ら
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
「
ビ
ル
マ
・
チ
ベ
ッ
ト
協
定
」
の
基
本
方
針
は
、
総
税
務
司
ハ
ー
ト
の
作
成
し
た
協
定
案
に
由
来
す
る
。
し
か
し
、
実
は
こ
の
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

定
案
は
、
駐
英
清
国
公
使
館
の
西
洋
人
館
員
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
の
、
ひ
い
て
は
そ
の
後
ろ
盾
で
あ
る
李
鴻
章
の
策
動
に
対
す
る
対
抗
策
と
し
て
作

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
未
だ
誰
も
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
北
京
、
天
津
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
を
舞
台
に
諸
勢

力
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
を
有
し
な
が
ら
、
公
式
・
非
公
式
に
繰
り
広
げ
た
駆
け
引
き
の
結
果
が
「
ビ
ル
マ
・
チ
ベ
ッ
ト
協
定
」
な
の
で
あ
り
、

そ
こ
に
関
わ
っ
た
諸
勢
力
の
活
動
が
相
互
に
い
か
な
る
作
用
を
持
っ
て
い
た
か
を
検
討
し
て
い
く
と
、
当
該
時
期
の
中
国
外
交
に
お
い
て
複
数

の
交
渉
主
体
が
存
在
し
た
意
味
が
、
お
の
ず
と
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
曾
紀
澤
と
本
国
の
外
交
政
策
を
裁
然
と
分
か
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
を

「
実
利
」
と
「
虚
名
」
と
し
て
区
別
・
対
比
す
る
こ
と
は
、
清
末
申
圏
外
交
に
関
す
る
重
要
な
要
素
を
見
過
ご
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
な
問
題
関
心
に
立
ち
、
ビ
ル
マ
問
題
を
め
ぐ
る
中
庸
交
渉
に
お
い
て
、
双
方
の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
認

識
を
持
ち
、
そ
の
外
交
活
動
が
相
互
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
重
視
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
英
国

の
ビ
ル
マ
遠
征
が
具
体
化
し
た
｝
八
入
五
年
一
〇
月
か
ら
～
八
八
六
年
一
月
末
の
英
国
の
政
権
交
代
ま
で
を
交
渉
前
期
と
し
、
こ
の
時
期
に
お

け
る
中
国
側
、
英
国
側
の
認
識
と
対
応
を
そ
れ
ぞ
れ
第
一
、
第
二
章
で
整
理
す
る
。
第
三
章
で
は
、
英
国
の
政
権
交
替
後
交
渉
が
行
き
詰
ま
る

中
、
中
頭
両
国
が
い
か
に
し
て
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
四
章
で
は
、
一
八
八
六
年
四
月
末
に
一
旦
交
渉
中
止
と

な
っ
た
ビ
ル
マ
問
題
が
急
遽
協
定
調
印
に
至
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
「
ビ
ル
マ
・
チ
ベ
ッ
ト
協
定
」
締
結
に
い
た
る
過
程
を
通
じ

て
み
え
る
中
国
外
交
に
関
わ
る
諸
勢
力
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
す
る
。
つ
ま
り
、
「
ビ
ル
マ
・
チ
ベ
ッ
ト
協
定
」
の
背
景
を
探
る
こ
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と
を
通
じ
て
、
清
末
中
国
外
交
を
考
察
す
る
上
で
看
過
で
き
な
い
そ
の
重
要
な
性
格
の
一
面
を
確
認
し
た
い
と
思
う
。

①
清
朝
の
伝
統
に
対
す
る
英
国
側
の
譲
歩
に
つ
い
て
、
か
つ
て
矢
野
仁
一
は
門
こ

　
の
漿
に
な
っ
て
こ
う
い
う
朝
貢
の
礼
節
は
、
空
虚
な
形
式
的
の
も
の
で
、
実
質
的

　
の
利
益
を
収
む
る
代
償
と
し
て
廉
価
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
た
め
で

　
な
い
か
」
と
述
べ
た
（
矢
野
仁
一
糊
近
世
支
那
外
交
史
睡
、
京
都
　
弘
文
堂
書
房
、

　
一
九
三
か
年
、
九
一
五
－
九
一
六
頁
）
。
近
年
で
は
、
余
響
邦
は
、
『
中
国
海
関
与

　
緬
藏
問
題
睡
（
中
国
近
代
経
済
史
資
料
叢
刊
編
輯
委
員
会
霊
編
、
隅
帝
国
主
義
与
中

　
国
海
関
資
料
叢
編
之
二
』
、
北
京
一
中
華
書
局
、
【
九
八
三
年
）
が
収
録
す
る

　
ハ
ー
ト
の
電
報
を
根
拠
に
、
彼
の
「
譲
繊
虚
名
、
求
得
実
利
的
誰
計
」
に
清
朝
は

　
嵌
め
ら
れ
た
と
す
る
。
余
定
邦
『
中
堅
関
係
史
睡
（
北
京
　
光
明
日
報
出
版
社
、

　
二
〇
〇
〇
年
）
、
二
三
五
－
二
【
二
八
頁
参
照
。
ま
た
、
李
恩
田
『
曾
紀
澤
的
外
交
幽

　
（
台
北
H
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
八
二
年
）
、
二
六
ニ
ー
二
六
八
頁

　
も
清
朝
外
交
に
対
し
同
様
の
評
価
を
下
す
。
な
お
ハ
…
ト
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

　
ω
㌶
巳
建
国
芝
凱
α
q
げ
ρ
穿
試
ミ
～
駄
§
O
ミ
ミ
題
O
霧
§
揖
し
d
Φ
一
貯
。
。
汀
鼠
亀
磐

　
窪
傷
ω
o
p
ピ
↓
U
Ψ
一
〇
〇
ρ
署
’
綬
町
韻
。
。
参
照
。

②
前
掲
の
諸
研
究
に
対
し
、
張
並
塩
や
茂
木
敏
炎
は
門
伝
統
」
へ
の
評
価
を
異
に

　
す
る
が
、
積
極
的
な
曾
紀
澤
外
交
と
消
極
的
な
本
国
側
と
い
う
区
別
・
対
比
を
行

　
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。
張
誠
孫
『
中
座
演
緬
彊
界
問
題
輪
（
北
平
一
献
佛
燕
京

　
学
社
、
一
九
三
七
年
）
、
＝
一
三
1
～
三
〇
頁
一
茂
木
敏
夫
「
中
華
世
界
の
隅
近

　
尚
早
的
変
容
－
清
末
の
周
辺
支
配
」
（
溝
口
雄
三
他
編
『
ア
ジ
ア
か
ら
考
え
る

　
【
2
】
地
域
シ
ス
テ
ム
駄
、
東
京
一
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）
、
一
一
八
八

　
一
二
九
三
頁
。

③
駐
英
清
国
公
使
館
の
西
洋
人
参
事
官
と
し
て
三
〇
年
に
わ
た
り
中
国
外
交
に
関

　
わ
っ
た
マ
カ
…
ト
ニ
…
に
つ
い
て
は
次
の
伝
記
を
参
照
い
∪
．
O
・
し
U
。
覧
α
Q
Φ
さ
§
恥

　
卜
慧
ミ
恥
讐
．
ミ
ミ
量
§
q
ミ
ミ
塁
h
Ω
ミ
9
9
ピ
o
p
畠
。
出
Φ
8
．
》
一
④
O
c
。
．
な
お
マ

　
カ
ー
ト
ニ
ー
が
李
鴻
章
の
推
薦
に
よ
り
駐
英
清
国
公
使
の
随
員
と
し
て
欧
州
に
赴

　
任
す
る
経
緯
や
ハ
ー
ト
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
清
朝
在
外
公
館
の
設
立

　
に
つ
い
て
」
（
『
史
林
』
八
六
一
二
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。
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第
一
章
中
国
側
の
対
応

　
乾
隆
年
間
に
ビ
ル
マ
は
清
朝
の
冊
封
を
受
け
十
年
一
貢
を
約
し
た
。
だ
が
同
じ
朝
貢
国
と
は
い
え
、
清
朝
と
の
関
係
は
琉
球
や
朝
鮮
、
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
と
は
比
較
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
実
際
、
一
八
七
九
年
李
鴻
章
は
立
華
英
国
公
使
ウ
ェ
ー
ド
に
対
し
、
「
ビ
ル
マ
は
同
治
末
年
に
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

貢
し
て
以
降
、
今
ま
で
～
度
も
進
貢
し
て
い
な
い
し
、
我
々
も
今
は
か
の
国
の
こ
と
に
は
関
与
し
て
い
な
い
」
と
認
め
て
い
る
。
英
国
の
ビ
ル

マ
支
配
そ
れ
自
体
を
牽
制
す
る
意
思
は
中
国
に
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
一
八
八
五
年
一
〇
月
に
イ
ン
ド
総
督
が
ビ
ル
マ
に
向
け
て
最
後
通
牒

を
発
し
、
英
国
の
ビ
ル
マ
遠
征
が
具
体
化
し
た
際
、
曾
千
金
は
英
国
に
よ
る
ビ
ル
マ
支
配
を
前
提
と
し
た
上
で
、
早
々
に
総
理
衙
門
に
対
し
次
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の
よ
う
な
提
案
を
行
っ
た
。
ビ
ル
マ
領
内
の
バ
モ
ー
を
要
求
し
、
イ
ラ
ワ
ジ
川
上
流
で
通
商
を
行
い
、
英
国
が
中
国
辺
界
に
近
づ
く
の
を
阻
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
英
国
の
ビ
ル
マ
支
配
自
体
で
は
な
く
、
英
国
勢
力
と
境
界
を
接
す
る
こ
と
へ
の
警
戒
か
ら
、
緩
衝
地
帯
の
設
定

を
考
慮
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
一
〇
月
二
四
日
下
さ
れ
た
上
諭
は
、
ま
だ
英
国
の
意
図
が
は
っ
き
り
し
な
い
段
階
で
交
渉
を
始
め
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

認
め
ず
、
ま
た
雲
南
・
ビ
ル
マ
境
界
地
域
の
地
理
も
不
明
で
あ
っ
た
た
め
、
先
ず
は
バ
モ
ー
の
地
理
関
係
を
調
査
・
報
告
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
か
し
、
李
鴻
章
か
ら
も
イ
ン
ド
で
遠
征
準
備
が
進
ん
で
い
る
と
の
報
告
が
な
さ
れ
る
と
、
北
京
の
政
権
首
脳
部
も
対
応
の
必
要
性
を
感
じ
始

め
た
。
翌
二
五
日
上
諭
を
下
し
て
、
「
ビ
ル
マ
は
朝
貢
国
で
あ
り
、
雲
南
と
隣
接
し
て
い
る
。
英
国
人
が
そ
の
北
部
を
狙
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
た
だ
属
国
が
被
害
を
受
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
案
じ
ら
れ
る
の
は
我
が
境
界
に
英
国
人
が
迫
る
こ
と
で
あ
り
、
予
め
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
雲
貴
総
督
雰
忙
々
と
雲
南
巡
等
張
凱
嵩
に
探
査
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
曾
紀
澤
に
は
英
国
の
遠
征
を
阻
止
す
べ
く

　
　
　
　
　
⑤

交
渉
を
命
じ
た
。
中
国
本
国
で
も
英
国
勢
力
が
直
接
中
圏
の
境
界
に
迫
る
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
命
令
に
対
し
、
一
〇
月
二
八
日
曾
紀
澤
は
英
国
人
材
髄
脳
の
訴
訟
問
題
に
端
を
発
す
る
今
回
の
英
緬
衝
突
の
経
緯
を
報
告
し
、
す
で
に

＝
月
一
｝
日
を
期
限
と
し
た
最
後
通
牒
が
英
国
よ
り
発
せ
ら
れ
て
お
り
、
遠
征
を
阻
む
こ
と
は
難
し
い
と
答
え
た
。
そ
し
て
、
英
国
と
の
交

渉
の
際
、
ビ
ル
マ
が
清
朝
の
属
国
で
あ
る
こ
と
を
明
言
す
べ
き
か
ど
う
か
指
示
を
求
め
た
。
「
属
国
」
を
持
ち
出
せ
ば
ベ
ト
ナ
ム
問
題
の
時
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

よ
う
に
交
渉
が
複
雑
化
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
報
告
に
対
し
て
下
さ
れ
た
上
諭
は
、
材
木
商
の
訴
訟
問
題
が
原
因
な
ら

ば
紛
争
の
調
停
は
可
能
で
あ
る
と
し
、
曾
紀
澤
へ
は
ビ
ル
マ
は
朝
貢
国
で
あ
り
、
中
英
両
国
の
友
誼
関
係
に
も
関
わ
る
の
で
、
中
国
よ
り
調
停

を
申
し
出
る
旨
英
国
外
務
省
に
伝
え
さ
せ
、
雲
貴
総
督
に
は
官
員
を
ビ
ル
マ
に
派
遣
し
こ
れ
を
教
え
導
く
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
命
じ
る
も
の
だ
っ

⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

た
。
一
〇
月
三
一
日
曾
紀
澤
は
英
国
外
務
省
に
こ
の
上
諭
の
内
容
を
伝
え
た
。
ま
た
総
理
衙
門
は
一
一
月
一
日
総
税
務
司
ハ
ー
ト
に
対
し
、
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

国
と
ビ
ル
マ
の
衝
突
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
し
い
調
査
を
依
頼
し
た
。

　
開
戦
ま
で
秒
読
み
段
階
で
あ
っ
た
こ
の
時
期
の
調
停
申
し
出
に
、
英
国
側
が
応
じ
る
理
由
は
な
か
っ
た
が
、
英
国
外
務
省
は
こ
の
申
し
出
へ

の
圓
答
を
引
き
延
ば
し
た
。
た
だ
、
ビ
ル
マ
国
王
が
最
後
通
牒
を
拒
否
し
、
開
戦
が
決
定
的
と
な
っ
た
一
一
月
九
日
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
外
相
は
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ロ
ン
ド
ン
市
庁
舎
で
行
っ
た
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
、
今
回
の
軍
事
行
動
に
お
い
て
英
国
は
中
国
の
ビ
ル
マ
に
お
け
る
権
利
を
承
認
し
、
ま
た
中
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
同
意
と
友
好
を
重
ん
じ
る
と
述
べ
、
中
国
側
の
不
信
感
を
払
拭
す
る
べ
く
配
慮
し
て
い
る
。

　
実
際
に
英
外
務
省
が
曾
霜
解
に
回
答
を
寄
せ
た
の
は
、
マ
ン
ダ
レ
ー
陥
落
間
近
の
＝
月
二
六
日
で
あ
っ
た
が
、
中
国
の
調
停
申
し
出
に
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

意
を
示
し
、
か
つ
戦
後
の
善
後
策
に
つ
い
て
中
国
政
府
と
協
議
す
る
用
意
が
あ
る
と
い
う
こ
の
回
答
に
、
曾
紀
澤
は
満
足
し
て
い
た
ら
し
い
。

～
二
月
二
日
曾
紀
澤
は
早
速
総
理
衙
門
に
電
信
を
送
り
、
英
国
の
ビ
ル
マ
支
配
を
容
認
す
る
代
わ
り
と
し
て
、
バ
モ
ー
割
譲
を
要
求
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
⑬

を
再
度
提
案
し
た
。
こ
れ
に
対
し
総
理
衙
門
は
、
交
渉
開
始
に
際
し
て
は
ビ
ル
マ
王
位
の
存
続
と
朝
貢
の
継
続
を
第
一
要
件
と
し
、
バ
モ
ー
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
通
商
は
第
二
要
件
と
す
べ
し
、
と
の
指
示
を
与
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
こ
の
方
針
に
従
い
、
曾
紀
澤
は
総
理
衙
門
と
電
信
を
や
り
取
り
し
な
が
ら
ビ
ル
マ
と
の
朝
貢
関
係
を
示
す
証
拠
を
用
意
し
、
英
国
側
と
の
交

渉
に
備
え
た
。
英
国
に
よ
る
ビ
ル
マ
併
合
が
宣
言
さ
れ
る
中
、
い
か
な
る
形
で
英
国
は
「
中
国
の
権
利
を
承
認
す
る
」
つ
も
り
な
の
か
、
そ
の

回
答
が
中
国
側
に
提
示
さ
れ
た
の
は
、
～
月
一
二
日
の
曾
紀
澤
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
会
談
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
は
、
ビ

ル
マ
に
政
治
的
権
限
の
な
い
宗
教
的
指
導
者
「
教
王
」
を
立
て
、
こ
れ
に
旧
例
通
り
十
年
に
一
度
北
京
へ
使
節
を
派
遣
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し

　
　
　
　
⑯

た
の
で
あ
る
。

　
曾
轟
轟
は
翌
一
三
日
に
総
理
衙
門
に
こ
の
英
国
案
を
伝
え
、
「
も
し
総
理
衙
門
が
こ
の
方
法
を
容
認
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
以
後
は
専
ら
境
界

画
定
と
商
務
に
関
す
る
交
渉
を
行
う
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
ま
た
「
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
は
『
英
国
は
中
国
の
要
求
を
容
れ
て
王
を
立
て
る
の
で

あ
る
か
ら
、
中
国
側
も
商
務
に
つ
い
て
は
英
国
に
寛
大
に
対
処
す
べ
き
で
あ
る
』
と
述
べ
た
」
と
報
告
し
、
自
分
と
し
て
は
境
界
交
渉
の
中
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

バ
モ
ー
割
譲
を
提
起
し
た
い
と
伝
え
た
。
総
理
衙
門
は
、
英
国
が
ビ
ル
マ
王
を
任
命
す
る
際
、
ま
ず
先
に
中
国
の
許
可
を
得
る
と
い
う
手
順
を

踏
め
ば
最
も
適
切
で
あ
る
、
と
し
て
基
本
的
に
英
国
案
を
受
け
入
れ
た
。
そ
し
て
、
商
務
に
つ
い
て
英
学
側
が
中
国
に
譲
歩
を
求
め
て
き
た
こ

と
に
対
し
、
「
英
国
は
ビ
ル
マ
全
土
を
包
括
し
、
そ
の
手
に
し
た
利
益
は
す
で
に
大
き
く
、
王
を
立
て
朝
貢
を
継
続
さ
せ
る
と
い
っ
た
虚
文
で

は
つ
り
あ
わ
な
い
。
バ
モ
ー
ま
で
の
領
土
拡
張
を
こ
ち
ら
の
条
件
に
し
て
議
論
し
、
あ
く
ま
で
他
の
要
求
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
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⑱

指
示
を
与
え
た
。
こ
の
後
中
英
両
国
は
ロ
ン
ド
ン
で
境
界
と
商
務
問
題
の
交
渉
に
入
る
。
具
体
的
に
は
風
紀
澤
の
代
理
で
あ
る
マ
カ
ー
ト
ニ
ー

と
外
務
省
の
P
・
カ
リ
ー
と
の
間
で
一
月
二
三
日
か
ら
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
総
理
衙
門
の
意
向
と
し
て
バ
モ
i
割
譲
を
主
張
す
る
マ
カ
ー
ト

ニ
ー
に
対
し
、
カ
リ
ー
は
、
バ
モ
ー
に
中
国
の
通
商
租
界
を
設
遣
す
る
、
中
国
商
船
の
イ
ラ
ワ
ジ
川
自
由
航
行
を
認
め
る
、
と
い
う
形
で
通
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

問
題
の
解
決
を
提
案
し
、
領
土
に
つ
い
て
は
サ
ル
ウ
イ
ン
川
東
岸
の
シ
ャ
ン
族
の
土
地
を
割
譲
す
る
こ
と
で
譲
歩
を
求
め
た
。
一
月
三
〇
日
曾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

紀
澤
は
「
交
渉
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
」
と
報
告
し
た
よ
う
に
、
交
渉
は
中
国
側
に
有
利
に
進
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
月
末
に
英
国
の
政
権

が
交
代
し
、
新
外
相
ロ
ー
ズ
ベ
リ
は
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
が
承
認
し
た
事
項
を
一
旦
白
紙
に
戻
し
、
ビ
ル
マ
入
り
し
た
イ
ン
ド
総
督
の
報
告
を
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

っ
て
再
度
協
議
し
た
い
と
曾
紀
澤
に
通
告
し
た
。

　
以
上
、
本
章
で
は
ビ
ル
マ
問
題
に
関
す
る
中
英
交
渉
の
前
期
部
分
に
つ
い
て
、
中
国
側
の
視
点
か
ら
整
理
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
な

っ
た
よ
う
に
、
英
国
の
ビ
ル
マ
併
合
に
よ
っ
て
中
国
が
直
面
し
た
重
要
問
題
は
、
英
国
勢
力
と
直
接
境
界
を
接
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
確
か
に

清
朝
の
宗
主
国
と
し
て
の
体
面
を
保
つ
た
め
、
ビ
ル
マ
王
国
の
存
続
と
朝
貢
の
継
続
は
第
～
要
件
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
「
虚
名
」
に
満

足
し
て
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
英
国
が
内
陸
貿
易
路
を
確
保
し
よ
う
と
長
年
に
わ
た
り
画
策
し
て
き
た
こ
と
は
中
国
側
も
十
分
承
知
し
て

お
り
、
ビ
ル
マ
併
合
に
よ
っ
て
そ
の
危
機
が
差
し
迫
っ
た
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
処
す
る
必
要
に
関
し
て
、
軍
紀
澤
と
総
理
衙
門
な
ど
本

国
と
の
認
識
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
次
章
で
は
同
じ
時
期
の
交
渉
過
程
を
、
今
度
は
英
国
側
の
視
点
か
ら
見
て
み
よ

、
つ
。①

　
　
蒙
†
文
忠
公
全
集
輪
野
営
函
稿
、
巻
九
、
光
緒
五
年
五
月
初
六
日
（
一
八
七
九

　
年
六
月
五
日
）
「
與
英
国
中
使
対
談
節
略
」
、
頁
一
…
二
。
た
だ
し
李
鴻
章
は
続
け

　
て
「
壁
書
緬
旬
係
中
土
属
國
、
弥
個
若
與
緬
旬
動
揺
、
先
給
我
椚
一
箇
信
、
就
於

　
彼
此
交
誼
無
凝
、
與
日
本
辮
琉
球
情
形
不
同
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

②
『
清
夏
外
交
史
料
㎏
巻
六
｝
、
「
使
英
曾
紀
澤
下
総
靴
墨
取
緬
主
我
宜
取
八
幕

　
電
」
、
頁
～
六
。
な
お
曾
紀
澤
が
バ
モ
ー
占
拠
を
主
張
し
た
の
は
こ
れ
が
最
初
で

　
は
な
い
。
一
八
八
五
年
初
め
に
バ
モ
…
で
反
乱
が
発
生
、
こ
れ
に
乗
じ
て
当
地
を

　
占
拠
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
（
『
清
季
外
交
史
料
』
巻
五
二
、
頁
九
f
一
〇
）
が
、

　
醇
親
王
が
こ
れ
に
反
対
し
た
。
な
お
醇
親
王
も
こ
の
際
「
緬
又
弔
事
。
該
國
受
脅

　
於
英
、
近
未
朝
貢
。
…
…
英
必
籍
此
擦
緬
、
或
前
沼
彼
騙
扁
と
述
べ
て
い
る

　
（
門
文
献
叢
書
甑
第
七
輯
門
醇
親
王
変
譲
致
軍
機
庭
尺
績
」
、
頁
四
…
五
）
。

③
『
李
鴻
章
全
集
（
一
）
電
玉
出
（
顧
廷
龍
・
葉
亜
廉
主
導
、
上
海
人
民
出
版
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社
、
～
九
八
五
年
）
、
光
耀
十
～
年
九
月
十
七
日
（
一
〇
月
二
四
日
）
戌
刻
到

　
「
課
署
致
命
侯
」
、
五
六
ニ
ー
五
六
三
頁
（
以
下
『
李
鴻
章
全
集
（
一
）
輪
と
略

　
記
）
一
『
清
季
外
交
史
料
』
巻
六
一
、
讐
使
英
置
上
澤
致
電
環
佐
取
緬
北
我
宜
取
八

　
幕
榊
屯
」
附
旨
日
、
　
頁
一
⊥
ハ
…
一
七
。

④
　
　
『
膝
車
章
全
集
（
　
）
』
、
光
緒
十
　
年
九
月
十
七
日
巳
刻
「
寄
課
署
」
、
五
六

　
二
頁
。

⑤
『
徳
宗
実
録
』
登
二
六
、
光
緒
十
一
年
九
月
癸
丑
（
十
八
）
（
一
〇
月
二
五

　
日
）
、
頁
四
。

⑥
『
連
尺
章
全
集
（
～
）
㎞
、
光
緒
十
～
年
九
月
二
十
～
日
（
一
〇
月
二
八
日
）
酉

　
刻
到
「
黄
斑
致
手
署
」
、
五
六
四
－
五
六
五
頁
。

⑦
『
李
懸
章
全
集
（
　
鵜
、
束
緒
十
　
年
九
月
二
十
三
日
（
一
〇
月
三
〇
日
）
戌

　
刻
到
欝
詳
署
致
曾
一
侯
」
、
五
六
六
百
ハ
。

⑧
H
雪
瓢
酵
Φ
恥
‘
b
σ
ミ
蓉
b
。
ミ
、
ミ
謎
§
凄
ミ
喧
ド
§
譜
㌔
肉
愚
。
誹
ミ
ミ

　
ミ
ミ
妬
辱
竃
嵩
縣
註
凄
、
鴨
喧
ド
§
亀
9
、
蓉
ミ
ミ
ぎ
＆
真
℃
効
鳥
押
ω
Φ
円
一
霧
炉

　
〉
甑
p
H
c
。
①
O
一
一
㊤
一
企
く
〇
一
’
悼
G
。
’
U
o
ρ
N
ζ
①
旨
。
冨
p
曾
ヨ
｛
8
目
男
9
鉱
α
q
p

　
O
塗
。
P
署
．
ω
ム
9
こ
の
外
務
省
作
成
の
覚
書
は
、
一
八
八
五
年
一
〇
月
末
か
ら

　
～
八
八
六
年
一
月
末
ま
で
の
中
本
交
渉
に
関
す
る
主
要
文
書
を
収
録
し
て
お
り
、

　
当
該
暗
期
の
交
渉
経
緯
に
つ
き
、
そ
の
流
れ
を
知
る
上
で
便
利
な
史
料
で
あ
る
。

⑨
鵠
零
ミ
§
駄
○
ぎ
喜
穿
督
識
ミ
さ
ミ
§
鴨
9
設
§
嵩
9
多
多
ミ
ミ
9
、
、
塁

　
野
§
冬
、
§
“
ミ
竃
偽
§
沁
＆
鴨
註
窪
註
§
蹴
§
ミ
題
b
§
§
轟
9
態
ひ
ミ
殴
。
◎
雫
塗
O
N

　
＜
o
一
．
Q
。
咽
日
匹
㊦
α
Q
吐
下
客
ρ
δ
刈
り
噂
閏
碧
［
瞥
o
O
跨
ヨ
筈
Φ
鐸
翼
。
．
8
卜
。
り
箔
。
＜
．
N

　
一
。
。
c
。
α
も
．
郎
O
。
。
．
な
お
、
ハ
ー
ト
が
調
査
結
果
を
総
理
衙
門
に
報
告
し
た
の
は
開

　
戦
後
の
一
一
月
＝
～
日
で
あ
っ
た
。
『
清
季
外
交
史
料
隔
巻
六
一
、
光
緒
十
　
年

　
十
月
初
六
日
（
一
一
月
一
一
一
日
）
幕
祝
州
鳶
口
無
徳
口
王
王
子
英
國
向
U
緬
旬
提
山
悶
賠
㎜
非
辮

　
空
電
」
、
頁
三
ニ
ー
三
三
。

⑩
　
同
き
掌
編
①
縣
」
魯
9
計
】
）
o
。
．
N
も
．
O
．
こ
の
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、
中
央

　
研
究
院
近
代
史
研
究
所
思
案
館
所
蔵
の
「
緬
旬
棺
」
に
、
曾
紀
澤
よ
り
総
理
衙
門

　
に
報
告
さ
れ
た
中
国
語
訳
を
確
認
で
き
る
（
総
理
衙
門
棺
案
○
～
1
二
三
、
四
…

　
一
「
照
録
頒
答
詞
一
冊
」
）
。
一
八
八
○
年
代
の
中
富
関
係
に
つ
い
て
は
、
お
も
に

　
朝
鮮
問
題
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
国
際
的
な
英
露
対

　
立
と
い
う
構
図
の
下
、
中
英
両
国
は
事
実
上
の
「
同
盟
」
関
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ

　
る
。
そ
れ
は
こ
の
ビ
ル
マ
問
題
と
同
時
期
に
起
こ
っ
た
巨
文
島
事
件
で
の
中
英
交

　
渉
に
端
的
に
見
ら
れ
、
英
国
は
清
朝
の
朝
鮮
に
お
け
る
権
利
の
承
認
を
明
示
し
た

　
と
さ
れ
る
。
英
国
の
そ
の
よ
う
な
外
交
方
針
は
、
清
朝
の
ビ
ル
マ
に
お
け
る
権
利

　
に
配
慮
を
示
す
こ
の
ス
ピ
ー
チ
に
も
共
通
す
る
。
た
だ
、
当
時
の
朝
鮮
が
関
係
各

　
国
の
思
惑
入
り
乱
れ
る
「
国
際
問
題
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ビ
ル
マ
問
題
に
お

　
い
て
は
第
二
章
に
述
べ
る
よ
う
に
イ
ン
ド
省
の
方
針
も
ま
た
璽
要
な
鍵
を
握
っ
て

　
い
た
。
ま
た
イ
ン
ド
総
督
は
イ
ン
ド
か
ら
直
接
北
京
に
特
使
を
派
遣
し
、
ビ
ル
マ

　
問
題
の
交
渉
を
イ
ン
ド
側
か
ら
行
い
た
い
意
向
を
有
し
て
い
た
（
但
し
こ
れ
は
中

　
国
側
に
拒
否
さ
れ
た
）
。
な
お
一
八
八
○
年
代
の
朝
鮮
半
島
を
舞
台
と
し
た
関
係

　
各
国
の
攻
防
と
そ
れ
ぞ
れ
の
外
交
政
策
に
つ
い
て
、
岡
本
隆
司
『
属
国
と
自
主
の

　
あ
い
だ
蜘
（
名
古
屋
“
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

⑪
聞
O
ミ
＼
δ
O
ρ
ω
餌
房
げ
葭
冤
8
鼠
費
盤
貯
↓
』
。
ゆ
品
噂
累
。
く
』
①
弘
。
。
。
。
ρ
『
李
鴻

　
章
全
集
（
一
）
脚
光
緒
十
へ
年
十
月
二
十
一
日
（
｝
一
月
二
七
日
）
酉
刻
到
「
曾

　
侯
新
繭
署
」
、
五
七
七
頁
。

⑫
辱
ら
ミ
§
駄
O
ミ
、
ミ
げ
書
ミ
ミ
さ
ミ
凡
ミ
G
§
§
勲
く
。
門
ρ
6
Φ
δ
α
q
籏
喜

　
冨
。
．
一
お
ρ
O
即
三
舞
Φ
富
8
第
四
争
訟
。
．
0
①
多
雪
。
〈
’
悼
G
。
し
。
。
Q
。
㎝
も
．
お
一
メ

⑬
　
　
『
李
鴻
章
全
集
（
一
）
』
、
光
緒
十
一
年
十
月
二
十
六
日
（
～
二
月
二
日
）
戌
刻

　
到
「
曾
侯
寄
課
署
」
、
五
七
九
頁
。

⑭
『
李
鴻
章
全
集
（
一
）
』
、
光
緒
十
～
年
十
月
二
十
九
B
（
～
二
月
五
日
）
申
刻

　
到
「
課
署
致
曾
侯
」
、
五
八
○
頁
。

⑮
『
清
季
外
交
史
料
暁
巻
六
二
、
「
使
英
曾
紀
澤
致
総
署
駒
乾
風
戸
出
王
金
印
式

　
様
電
」
、
頁
二
九
…
同
書
、
同
巻
、
「
総
身
致
曾
紀
澤
説
明
三
王
金
印
式
様
電
扁
、

　
頁
三
〇
一
同
害
、
同
巻
、
「
穂
署
致
曾
紀
澤
奉
旨
緬
湿
地
譲
英
未
告
中
国
宜
預
簿
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中英「ビルマ・チベット協定」（一八八六年）の背景（箱田）

　
電
扁
、
頁
三
一
輪
李
鴻
章
全
集
（
｝
）
』
、
光
緒
十
一
年
十
～
月
二
十
一
日
（
一
二

　
月
二
六
日
）
申
刻
鋼
「
曾
侯
脚
註
署
」
、
五
九
七
頁
。

⑯
聞
9
刈
＼
δ
①
ρ
ω
巴
も
。
夏
蔓
8
0
．
0
8
。
「
曽
窯
p
P
智
p
．
麺
あ
。
。
ρ

　
じ
d
o
巴
α
Q
Φ
さ
魯
．
職
計
℃
ワ
偽
ヨ
ー
仁
一
メ

⑰
『
李
鴻
章
全
集
（
一
）
臨
、
光
緒
十
～
年
十
二
月
初
九
日
（
一
月
；
百
）
未
刻

　
到
「
曾
侯
致
課
口
」
、
六
〇
七
頁
。

⑱
明
李
鴻
章
全
集
（
㎜
）
睡
、
光
緒
十
｝
年
十
二
月
初
十
日
（
　
月
一
四
ヨ
）
「
課

第
二
章
英
国
側
の
思
惑

　
署
致
素
目
侯
」
、
　
よ
ハ
○
♪
］
百
ハ
。

⑲
鳴
O
ミ
＼
8
①
ρ
竃
祭
。
「
き
a
目
9
ω
冒
℃
．
9
鼠
ρ
智
渇
．
“
。
ρ
蕊
。
。
ρ

　
ζ
Φ
導
。
鑓
ロ
畠
¢
諺
げ
《
餓
「
℃
’
○
行
脚
ρ
智
。
．
鱒
Q
Q
一
一
〇
〇
〇
〇
①
．

⑭
　
　
明
李
鴻
章
全
集
（
一
）
』
、
光
緒
十
一
年
十
二
月
二
十
六
日
（
一
月
三
〇
田
）
未

　
刻
到
「
曾
侯
国
課
署
」
、
六
一
六
丁
目

⑳
『
李
鴻
章
全
集
（
　
）
撫
、
光
緒
十
二
年
正
月
初
九
日
（
二
月
皿
二
日
）
申
刻
到

　
「
四
目
致
謬
町
田
」
、
　
ム
ハ
ニ
ゐ
ハ
署
貝
。

　
ビ
ル
マ
に
「
国
王
」
を
立
て
こ
れ
に
進
貢
を
継
続
さ
せ
る
と
い
う
、
所
謂
「
虚
名
を
譲
っ
て
実
利
を
と
る
」
政
策
を
英
国
が
採
用
し
た
点
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

つ
い
て
、
こ
れ
が
ハ
ー
ト
の
発
案
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
ハ
ー
ト
の
提
案
は
一
八
八
五
年
＝

月
下
旬
の
時
点
で
一
度
英
国
政
府
に
退
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
先
に
見
た
よ
う
に
一
八
八
六
年
一
月
初
め
に
再
び
採
用
さ
れ
、
さ
ら
に
ま
た

撤
圃
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
度
重
な
る
政
策
変
更
の
裏
に
は
い
か
な
る
事
情
が
隠
れ
て
い
た
の
か
。
本
章
で
は
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
八
八
五
年
一
〇
月
曾
紀
澤
が
バ
モ
ー
割
譲
を
提
案
し
て
い
た
丁
度
そ
の
時
期
、
こ
の
動
き
と
対
応
す
る
よ
う
に
一
〇
月
一
九
日
付
け
の

『
タ
イ
ム
ズ
』
に
「
中
国
と
ビ
ル
マ
問
題
」
と
題
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
記
事
は
、
英
国
に
よ
る
ビ
ル
マ
併
合
を
前
提
と
し
た
上
で
、

上
部
ビ
ル
マ
が
英
国
領
と
な
れ
ば
中
身
両
国
は
国
境
を
接
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
中
国
は
こ
れ
を
嫌
う
は
ず
で
あ
り
、
両
国
間
の
内
陸
通
商
を

促
進
す
る
た
め
に
は
む
し
ろ
バ
モ
ー
あ
た
り
に
ま
で
中
国
側
の
領
域
を
拡
大
さ
せ
、
バ
モ
ー
を
キ
ャ
フ
タ
の
よ
う
な
交
易
都
市
に
し
た
ほ
う
が

　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

よ
い
と
提
案
し
て
い
る
。
海
関
の
ロ
ン
ド
ン
局
長
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
、
こ
の
記
事
の
背
後
に
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
の
工
作
を
感
じ
と
っ
た
。
そ
も
そ
も

バ
モ
i
割
譲
と
い
う
考
え
は
、
鼻
革
澤
で
は
な
く
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
の
発
案
で
あ
る
と
い
う
の
が
関
係
者
大
方
の
見
方
で
あ
っ
た
。
キ
ャ
ン
ベ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
、
す
で
に
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
は
英
外
務
省
と
交
渉
に
入
っ
て
お
り
、
彼
の
提
案
に
外
務
省
や
イ
ン
ド
省
も
関
心
を
寄
せ
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
の
動
き
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
か
ら
報
告
を
受
け
た
ハ
ー
ト
は
、
＝
月
二
日
キ
ャ
ン
ベ
ル
に
対
し
指
示
を
与

77　（241）



え
、
以
下
の
よ
う
な
電
信
を
英
外
務
省
事
務
次
官
ポ
ン
ス
フ
オ
ー
ト
に
伝
達
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、
＝
月
一
日
総
理
衙
門
大
臣
が
ハ
ー
ト
に
英

寒
熱
の
衝
突
に
つ
い
て
調
査
を
依
頼
し
た
際
、
総
理
衙
門
大
臣
は
曾
紀
澤
を
介
す
る
と
問
題
が
拗
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
ハ
ー
ト
を
通
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

非
公
式
に
調
査
を
行
っ
て
欲
し
い
と
述
べ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
翌
三
日
に
は
、
英
国
が
遠
征
軍
を
出
せ
ば
中
国
も
雲
南
か
ら
ビ
ル

マ
に
派
兵
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
警
告
し
、
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、
①
中
国
の
調
停
申
し
出
を
受
け
る
、
②
英
国
が
ビ
ル
マ
を
保
護
国
と
し
た

場
合
、
か
わ
り
に
中
黒
間
の
朝
貢
関
係
を
継
続
さ
せ
る
、
と
い
う
二
案
を
提
示
し
、
自
分
と
し
て
は
第
二
案
の
ほ
う
が
中
世
双
方
に
と
っ
て
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
、
と
の
考
え
を
伝
え
た
。
こ
の
提
案
に
接
し
た
英
外
務
省
は
戸
惑
い
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
。
す
で
に
中
国
側
は
、
曾
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

澤
を
通
じ
た
正
規
の
外
交
ル
ー
ト
で
調
停
を
申
し
出
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ポ
ン
ス
フ
オ
ー
ト
か
ら
こ
の
点
を
指
摘
さ
れ
た
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

曾
紀
澤
は
本
国
の
訓
令
を
得
ず
勝
手
に
動
い
た
の
だ
と
答
え
た
が
、
こ
れ
は
第
一
章
で
確
認
し
た
事
実
と
矛
盾
す
る
。
ま
た
友
好
国
と
し
て
英

国
に
調
停
を
申
し
出
て
い
る
中
国
が
、
ビ
ル
マ
問
題
に
実
力
で
介
入
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
ハ
ー
ト
の
報
告
と
曾
紀
澤
の
対
応
と

が
示
す
矛
盾
に
外
務
省
が
困
惑
し
て
い
る
の
を
感
じ
取
っ
た
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
、
ハ
ー
ト
に
対
し
こ
の
矛
盾
を
説
明
す
る
よ
う
求
め
る
電
信
を
送

　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

つ
た
。
そ
の
際
彼
は
「
曾
紀
澤
が
成
功
す
れ
ば
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
の
功
績
に
な
り
ま
す
」
と
の
憂
慮
も
伝
え
て
い
る
。
ハ
ー
ト
は
、
曾
紀
澤
は
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

理
衙
門
の
訓
令
な
し
で
動
い
て
い
る
と
の
説
明
を
繰
り
返
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
公
使
館
と
北
京
の
総
理
衙
門
と
の
意
見
の
相
違
を
強
調
し
た
。

　
さ
ら
に
一
一
月
一
四
日
に
は
、
ハ
ー
ト
は
キ
ャ
ン
ベ
ル
を
通
じ
て
ポ
ン
ス
フ
オ
ー
ト
に
次
の
よ
う
な
極
秘
電
を
送
っ
た
。
つ
ま
り
、
総
理
衙

門
は
こ
の
た
び
の
ビ
ル
マ
問
題
に
関
し
、
ハ
ー
ト
に
中
英
間
の
調
整
を
非
公
式
に
行
う
こ
と
を
依
頼
し
た
と
い
う
の
で
あ
り
、
「
こ
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ビ
ル
マ
問
題
の
交
渉
が
私
に
一
任
さ
れ
た
以
上
、
今
後
曾
紀
澤
と
の
間
で
は
合
意
も
約
束
も
議
論
も
避
け
て
く
だ
さ
い
」
と
要
請
し
た
。
そ
し

て
自
ら
の
具
体
的
な
協
定
案
を
提
示
し
た
。
ハ
ー
ト
の
協
定
案
の
要
点
は
二
つ
、
第
一
は
、
英
国
の
ビ
ル
マ
支
配
を
中
国
が
認
め
る
か
わ
り
に
、

英
国
は
中
借
間
の
朝
貢
継
続
を
認
め
る
、
第
二
は
、
中
国
は
雲
南
省
内
の
ど
こ
か
の
都
市
を
内
陸
貿
易
に
開
放
し
、
そ
こ
で
は
沿
海
の
開
港
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
同
様
の
関
税
綱
度
を
適
用
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
総
理
衙
門
大
臣
が
ハ
ー
ト
に
対
し
実
際
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
遷
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
示
す
中
国
側
の
史
料
が
な
い
の
で
確
か
な
こ
と
は
分
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か
ら
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
ハ
ー
ト
が
主
張
す
る
よ
う
な
、
曾
紀
澤
は
本
国
の
訓
令
を
受
け
て
い
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
は
先
に
見
て
き

た
事
実
と
矛
盾
す
る
。
曾
紀
澤
と
総
理
衙
門
は
見
解
を
異
に
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
ハ
ー
ト
に
よ
っ
て
過
度
に
強
調
さ
れ
て
い
る
と
の
感

は
否
め
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
曾
紀
澤
に
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
に
対
抗
し
、
紺
清
外
交
の
主
導
権
を
握
ろ
う
と
す
る
意
図

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
総
税
務
司
と
し
て
、
ま
た
総
理
衙
門
の
政
治
顧
問
的
な
存
在
と
し
て
中
英
外
交
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
ハ
ー
ト
と

し
て
は
、
李
藩
主
の
代
理
人
で
あ
り
同
じ
英
国
人
で
も
あ
る
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
が
、
英
国
政
府
の
支
持
を
得
て
中
英
外
交
に
主
導
的
な
立
場
を
獲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

得
す
る
こ
と
は
、
黙
っ
て
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
事
態
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
彼
の
協
定
案
の
第
二
点
は
重
要
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
に
と
っ
て
、
中
国
に
朝
貢
と
い
う
「
虚
名
」
を
認
め
る
そ
の
目
的
は
、
ビ
ル
マ
・

雲
南
問
の
内
陸
通
商
路
の
確
保
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
が
背
後
で
画
策
し
た
と
さ
れ
る
『
タ
イ
ム
ズ
』
の
記
事
も
ま
た
、
中
国

と
の
内
陸
通
商
を
い
か
に
し
て
発
展
さ
せ
る
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
の
求
め
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
解
決
方
法
に
決

定
的
な
相
違
が
あ
る
。
ビ
ル
マ
領
側
に
交
易
地
を
設
定
す
る
方
法
は
、
ビ
ル
マ
・
雲
南
の
境
界
地
域
を
行
き
来
す
る
現
地
人
や
中
国
人
に
通
商

の
実
権
を
握
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
は
キ
ャ
ン
ベ
ル
に
こ
の
計
画
の
絶
対
阻
止
を
命
じ
、
バ
モ
i
割
譲
の
よ
う
な
要
求
は
名
分
を
重
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

じ
る
北
京
の
意
思
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。

　
だ
が
ハ
ー
ト
の
協
定
案
に
は
重
大
な
問
題
が
あ
っ
た
。
彼
の
協
定
案
は
英
国
に
よ
る
ビ
ル
マ
の
保
護
国
化
を
前
提
と
し
て
い
た
が
、
英
国
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
快
進
撃
が
続
く
中
、
英
国
で
は
ビ
ル
マ
併
合
と
い
う
選
択
肢
が
次
第
に
現
実
味
を
帯
び
て
い
た
。
ビ
ル
マ
王
国
が
形
だ
け
で
も
存
続
す
れ
ば
、

北
京
に
使
節
を
送
る
主
体
も
存
在
す
る
。
だ
が
、
英
国
領
と
な
っ
た
ビ
ル
マ
か
ら
清
朝
皇
帝
へ
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
立
場
で
使
節
を
送
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

が
で
き
る
の
か
。
こ
の
点
ビ
ル
マ
併
合
を
前
提
と
し
て
い
る
マ
カ
ー
ト
ニ
一
案
の
方
が
イ
ン
ド
省
の
意
向
に
沿
う
も
の
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
ハ
ー
ト
は
自
身
の
協
定
案
を
、
名
分
を
重
ん
じ
る
清
朝
政
府
の
性
質
を
考
慮
し
た
も
の
だ
と
主
張
す
る
が
、
同
じ
く
北
京
に
駐
在
す

る
オ
コ
ナ
ー
は
こ
の
点
に
疑
義
を
呈
し
た
。
オ
コ
ナ
ー
は
外
務
省
に
、
ハ
ー
ト
案
は
「
尊
ら
英
国
や
イ
ン
ド
の
利
益
と
い
う
観
点
か
ら
考
慮
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

れ
て
お
り
、
中
国
の
政
治
的
感
情
か
ら
導
か
れ
た
必
要
な
譲
歩
と
は
思
え
な
い
」
と
す
る
自
身
の
意
見
を
伝
え
て
い
る
。
李
鴻
章
の
言
動
に
注
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叙
す
る
オ
コ
ナ
ー
が
、
ハ
ー
ト
の
協
定
案
を
こ
の
よ
う
に
評
し
た
こ
と
も
、
こ
の
時
期
英
国
政
府
が
ハ
ー
ト
案
を
退
け
る
方
向
に
傾
く
要
因
の

一
つ
に
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
一
八
八
五
年
～
一
月
末
の
時
点
で
は
、
中
国
と
ビ
ル
マ
と
の
朝
貢
関
係
を
前
提
と
す
る
ハ
ー
ト
案
は
英
国
政
府
の
支
持
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

イ
ン
ド
省
は
中
国
と
ビ
ル
マ
と
の
間
に
「
朝
貢
関
係
」
が
存
在
し
た
と
は
認
め
な
い
姿
勢
で
あ
っ
た
。
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
は
＝
一
月
二
三
日
付
け

の
覚
書
で
、
中
国
が
ビ
ル
マ
に
有
す
る
と
い
う
権
利
に
つ
い
て
、
記
録
や
慣
習
に
よ
っ
て
確
証
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
英
国
政
府
は
こ
れ
を
検

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

饗
す
る
用
意
が
有
る
、
と
曾
紀
澤
に
伝
え
た
。
こ
の
た
め
第
一
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
曾
紀
澤
と
総
理
衙
門
は
朝
貢
関
係
を
示
す
証
拠
の
準

備
に
努
力
し
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
英
国
側
が
「
教
王
を
立
て
る
」
と
の
提
案
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
問
題
は
さ
し
た
る
困
難
も
な
く
解
決
し
、
交
渉
は
実
務
レ
ベ

ル
に
移
行
し
た
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
方
針
の
転
換
が
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ハ
ー
ト
は
一
月
八
日
付
け
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
「
ビ
ル
マ
問
題
に
つ
い
て
、
私
た
ち
（
オ
コ
ナ
ー
と
私
）
は
今
密
か
に
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

作
中
で
、
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
一
月
七
日
オ
コ
ナ
ー
は
英
外
務
省
に
向
け
て
次
の
よ

う
な
電
報
を
送
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
総
理
衙
門
大
臣
と
会
談
し
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
ビ
ル
マ
に
お
け
る
中
国
の
権
利
と
は
朝
貢
に
限
ら
れ
る

と
述
べ
て
お
り
、
彼
ら
は
英
圏
の
統
治
自
体
に
は
干
渉
す
る
つ
も
り
は
な
い
、
王
国
存
続
・
朝
貢
継
続
と
い
う
彼
ら
の
要
求
に
同
意
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

辺
境
貿
易
に
お
い
て
譲
歩
を
得
う
る
、
と
い
う
判
断
で
あ
っ
た
。
こ
の
電
報
は
同
時
に
イ
ン
ド
に
も
送
ら
れ
て
い
る
。

　
一
一
月
の
時
点
で
は
ハ
ー
ト
案
に
賛
成
で
は
な
か
っ
た
オ
コ
ナ
ー
が
、
な
ぜ
考
え
を
変
え
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
の
が
一
月
二
日
付
け
の
報
告
書
で
あ
る
。
総
理
衙
門
大
臣
と
の
会
談
の
模
様
を
報
告
す
る
中
で
、
彼
は
次
の
点
に
重
大
な
関
心
を
寄
せ
て
い

た
。
つ
ま
り
、
総
理
衙
門
大
臣
た
ち
は
英
国
と
直
接
境
界
を
接
す
る
こ
と
に
強
く
反
対
し
て
お
り
、
緩
衝
地
帯
の
設
定
を
希
望
し
て
い
た
。
こ

う
し
た
総
理
衙
門
側
の
態
度
を
受
け
、
オ
コ
ナ
ー
は
「
バ
モ
ー
地
域
の
領
土
割
譲
に
同
意
す
る
こ
と
は
、
必
ず
や
外
国
製
品
の
流
入
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

障
害
と
な
り
、
辺
境
貿
易
の
促
進
や
発
展
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
こ
れ
を
妨
害
す
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
本
国
に
警
告
し
て
い
る
。
オ
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コ
ナ
ー
も
ま
た
、
英
國
勢
力
を
そ
の
辺
境
か
ら
遠
ざ
け
よ
う
と
す
る
中
国
に
対
し
緩
衝
地
帯
の
設
定
を
容
認
す
る
こ
と
は
、
内
陸
貿
易
の
促
進

に
は
繋
が
ら
な
い
こ
と
、
こ
れ
を
促
進
す
る
た
め
に
は
「
虚
名
」
と
い
う
別
の
交
換
条
件
を
提
示
す
る
ほ
う
が
得
策
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う

ハ
ー
ト
と
同
じ
結
論
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

　
イ
ン
ド
総
督
も
ま
た
中
華
世
界
の
伝
統
に
対
し
て
利
用
価
値
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
仏
教
国
で
あ
る
ビ
ル
マ
を
統
治
す
る
に
あ
た

り
、
そ
の
宗
教
劇
と
の
関
係
を
い
か
に
処
理
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
そ
こ
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
自
分
た
ち
よ
り
も
、
同
じ
仏
教
国
で
あ

る
清
朝
皇
帝
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
宗
教
的
要
素
を
含
め
た
「
書
舗
」
（
ω
旨
碁
巴
ω
。
く
①
邑
σ
q
笥
）
と
い
う
形
式
を
提
案
し
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

イ
ン
ド
総
督
の
側
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
英
国
側
は
「
虚
名
」
を
譲
る
代
わ
り
に
、
英
国
側
に
有
利
な
形
で
の
ビ
ル
マ
・
雲
南
問
の
辺
境
貿
易
促
進
を
求
め
、
こ
れ
に
対
し

総
理
衙
門
は
バ
モ
ー
割
譲
を
求
め
る
曾
紀
澤
の
方
針
を
支
持
し
た
こ
と
は
第
一
章
で
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
こ
で
ま
た
英
国
側
の
政
策
が
一
転
す
る
。
今
度
の
政
策
転
換
も
ま
た
イ
ン
ド
省
の
方
針
と
関
連
し
て
い
た
。
二
月
一
九
日
イ
ン
ド

相
キ
ン
バ
レ
ー
は
「
教
王
を
立
て
る
」
と
の
提
案
を
破
棄
す
る
決
定
を
下
し
た
。
中
国
は
儒
教
国
で
あ
り
、
清
朝
革
帯
は
ビ
ル
マ
の
宗
教
的
指

導
者
を
任
命
す
る
役
割
に
相
応
し
く
な
い
と
の
意
見
が
イ
ン
ド
省
で
は
強
く
、
ま
た
ビ
ル
マ
現
地
で
清
朝
と
ビ
ル
マ
と
の
歴
史
的
関
係
を
調
査

し
た
結
果
、
ビ
ル
マ
が
清
朝
に
「
朝
貢
」
し
て
い
た
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
そ
れ
は
「
友
好
的
な
書
簡
と
贈
り
物
」
を
交
換
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
も
中
国
西
部
に
お
け
る
回
教
徒
の
反
乱
以
降
行
わ
れ
て
い
な
い
、
と
の
結
晶
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
教
王
を
立
て
る
」
と
い
う
イ
ン
ド
総
督
の
提
案
に
よ
り
、
中
英
両
国
は
ひ
と
ま
ず
曇
霞
問
題
を
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る
事
態
を
圓
寂
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
だ
が
、
そ
の
計
画
が
破
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
今
、
両
国
は
い
か
に
し
て
こ
の
難
題
に
対
処
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
章
を
改
め
て
論

じ
る
こ
と
と
す
る
。
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⑭
清
仏
戦
争
に
お
い
て
両
国
間
の
調
停
に
成
功
し
、
ま
た
一
八
八
五
年
三
月
駐
華

　
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
が
在
職
中
に
死
去
す
る
と
そ
の
後
任
に
推
挙
さ
れ
る
な
ど
、

　
一
八
八
五
年
当
時
中
国
外
交
に
お
い
て
ハ
ー
ト
の
果
た
す
役
割
は
重
要
さ
を
増
し

　
て
い
た
。
だ
が
後
任
総
税
務
司
の
有
力
候
補
と
し
て
、
津
海
関
税
務
司
で
あ
り
、

　
李
鴻
章
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
存
在
で
あ
っ
た
デ
ト
リ
ン
グ
を
推
す
動
き
が
あ
り
、

　
ハ
ー
ト
は
駐
華
公
使
就
任
を
辞
退
し
て
総
税
務
司
の
地
位
に
留
ま
っ
た
。
こ
の
時

　
期
の
ハ
ー
ト
と
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
と
の
対
抗
関
係
に
つ
い
て
は
こ
う
い
つ
た
ハ
ー
ト

　
と
李
鴻
章
と
の
関
係
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
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⑯
＝
月
四
日
時
点
で
は
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
併
合
で
は
な
く
保
護
国
化
が
選
択
さ
れ

　
る
と
予
測
し
て
い
た
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導
舞
日
①
寄
α
q
気
軽
窯
9
一
ω
。
。
G
。
w
O
Q
露
喜
Φ
西
陣
。
悶
恥
3

　
属
ρ
窃
ω
。
。
甲
賭
○
く
’
《
一
。
。
c
。
ρ
℃
．
一
b
。
O
⑩
）
が
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～
六
日
に
は
新
聞
も
併
合
政
策
を
支

　
持
し
て
い
る
こ
と
を
ハ
…
ト
に
報
告
し
て
い
る
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ハ
ー
ト
案
に
つ
い
て
ポ
ン
ス
フ
オ
ー
ト
か
ら
掃
い
か
な
る
形
式
の
朝
貢
も
併
合

　
政
策
と
矛
盾
す
る
」
と
の
回
答
が
あ
り
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ミ
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、
イ
ン
ド
相
の
秘
書
官
か

　
ら
も
「
協
定
は
時
期
尚
早
で
、
今
ビ
ル
マ
の
将
来
を
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

　
し
、
併
合
の
可
能
性
は
保
持
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
伝
え
ら
れ
た
キ

　
ャ
ン
ベ
ル
は
、
イ
ン
ド
省
が
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
や
タ
イ
ム
ズ
の
記
事
の
提
案
を
支
持

　
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
と
ハ
ー
ト
に
報
告
し
て
い
る
（
日
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α
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G
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G
。
㎝
■
オ
コ
ナ
ー
は
中

　
国
側
が
ビ
ル
マ
遠
征
に
介
入
す
る
恐
れ
は
低
い
と
読
ん
で
お
り
、
野
鼠
章
の
言
葉

　
な
ど
様
々
な
情
報
を
総
合
す
る
に
、
具
体
的
な
条
件
を
提
示
し
て
中
国
側
と
交
渉

　
す
る
に
は
陣
期
尚
早
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
こ
こ
で
は
「
李
鴻
章
の
言
葉
」
の
具

　
体
的
な
内
容
を
示
し
て
い
な
い
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
李
鴻
章
は
ビ
ル
マ
と
の

　
関
係
を
過
去
の
も
の
と
認
め
て
お
り
、
英
国
の
ビ
ル
マ
併
合
自
体
は
中
国
外
政
担

　
当
者
も
想
定
し
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
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中英「ビルマ・チベット協定」（一八八六年）の背景（箱田）

⑲
イ
ン
ド
省
は
、
ア
ヴ
ァ
に
保
存
さ
れ
て
い
た
一
七
六
九
年
の
扁
螺
条
約
の
ビ
ル

　
マ
側
テ
キ
ス
ト
を
英
訳
し
た
も
の
を
根
拠
と
し
て
、
清
朝
と
ビ
ル
マ
と
の
問
に
は

　
「
朝
貢
関
係
」
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
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三
日
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ン
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ポ
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と
会
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し
た
際
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ポ
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オ
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ト
も
中

第
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談

　
国
へ
は
「
朝
貢
」
の
か
わ
り
に
バ
モ
ー
割
譲
を
許
し
て
も
い
い
と
述
べ
て
お
り
、

　
英
外
務
省
で
も
バ
モ
ー
割
譲
と
い
う
選
択
肢
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な
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現
実
味
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っ
て
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王
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即
位
さ
せ
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と
、
ビ
ル
マ
が
仏
・
伊
と
の
問
で
締
結
し
た
条
約
も
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
、

　
英
国
側
に
は
受
け
入
れ
難
い
。
清
朝
が
ビ
ル
マ
と
同
じ
仏
教
国
で
あ
る
と
は
、
も

　
と
よ
り
正
確
な
認
識
で
は
な
い
が
、
イ
ン
ド
総
督
に
よ
る
「
教
王
」
提
案
は
こ
う

　
し
た
難
題
を
解
決
す
る
妙
案
で
あ
っ
た
。

⑳
寧
ミ
毫
唱
．
N
？
①
’

　
中
国
側
が
「
ビ
ル
マ
王
国
存
続
・
朝
貢
の
継
続
」
を
第
一
要
件
と
す
る
中
、
「
画
業
を
立
て
る
」
と
い
う
提
案
が
撤
回
さ
れ
た
た
め
、
ビ
ル

マ
か
ら
北
京
に
使
節
を
派
遣
す
る
主
体
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
曾
紀
澤
と
英
外
務
省
の
間
で
は
、
「
教
王
」
に
か
わ
る
別
の
形
式
を
捜

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
英
外
務
省
は
使
節
の
派
遣
形
式
と
し
て
、
雲
南
と
ビ
ル
マ
の
地
方
官
レ
ベ
ル
と
、
清
朝
皇
帝
と
英
國
女
王
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

間
で
の
使
節
交
換
と
い
う
二
案
を
提
示
し
た
。

　
し
か
し
、
「
進
貢
」
の
名
義
が
立
た
な
い
こ
れ
ら
の
提
案
を
北
京
が
容
れ
る
わ
け
も
な
く
、
落
角
澤
に
対
し
、
「
い
ま
王
を
立
て
朝
貢
さ
せ
る

件
に
つ
い
て
は
、
先
の
目
先
だ
け
の
約
束
を
盾
に
と
っ
て
争
っ
て
も
無
駄
で
あ
る
の
で
、
し
ば
し
棚
上
げ
し
て
提
議
す
る
必
要
は
な
い
。
ま
ず
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②

イ
ラ
ワ
ジ
川
流
域
の
境
界
画
定
と
バ
モ
ー
の
通
商
問
題
と
を
協
議
せ
よ
」
と
の
上
諭
が
下
さ
れ
た
。
こ
の
命
令
に
対
し
曾
出
講
は
、
「
心
心
と

商
務
を
議
論
す
る
こ
と
は
英
国
が
ビ
ル
マ
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
で
す
。
同
時
に
貢
務
に
つ
い
て
議
論
し
な
け
れ
ば
、
あ
と
で
再

び
議
論
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
」
と
回
答
し
、
ビ
ル
マ
総
督
に
ビ
ル
マ
王
の
旧
例
に
照
ら
し
て
十
年
に
一
度
北
京
に
進
貢
さ
せ
る
形
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

妥
協
し
て
は
ど
う
か
と
進
朝
し
た
。
だ
が
翌
日
下
っ
た
上
諭
は
曾
紀
澤
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
に
答
え
て
い
な
い
。
朝
廷
は
「
王
国
存
続
・
朝
貢

継
続
」
を
第
一
要
件
と
し
、
バ
モ
ー
通
商
を
第
二
要
件
と
せ
よ
と
命
じ
て
は
い
た
が
、
こ
の
二
つ
の
要
件
の
問
に
関
係
が
あ
る
と
は
看
幽
し
て

い
な
か
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
要
件
は
、
英
国
側
か
ら
み
れ
ば
交
換
条
件
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
朝
廷
は
そ
の
よ
う
な
見
解
は
と
ら
な
い
。
ま

た
こ
の
上
諭
は
「
ビ
ル
マ
総
督
と
の
往
来
な
ど
な
お
さ
ら
国
体
を
損
な
う
も
の
で
、
断
じ
て
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
一

方
、
三
月
一
七
日
曾
紀
澤
は
英
外
務
省
か
ら
「
中
国
が
ビ
ル
マ
総
督
か
ら
の
使
節
派
遣
を
容
認
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
一
切
の
交
渉
を
中
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

す
る
」
と
の
通
告
が
な
さ
れ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
形
式
的
で
も
「
ビ
ル
マ
王
」
を
立
て
、
こ
れ
に
進
貢
を
行
わ
せ
た
い
中
国
側
と
、
ビ
ル
マ

長
官
に
よ
る
使
節
派
遣
を
主
張
す
る
英
国
側
と
で
交
渉
は
行
き
詰
ま
っ
た
。

　
こ
こ
で
両
者
の
間
を
調
整
し
妥
協
の
糸
口
を
提
示
し
た
の
が
、
オ
コ
ナ
ー
と
李
鴻
章
で
あ
っ
た
。
三
月
二
七
日
オ
コ
ナ
ー
は
ロ
ー
ズ
ベ
リ
に

対
し
電
信
を
送
り
、
李
鴻
巣
は
慣
例
に
則
っ
た
進
貢
を
継
続
す
る
な
ら
、
ビ
ル
マ
総
督
あ
る
い
は
ビ
ル
マ
統
治
の
責
を
負
う
行
政
官
の
名
義
で

使
節
を
派
遣
す
る
方
向
で
、
現
在
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
、
領
土
割
譲
に
つ
い
て
は
～
切
ほ
の
め
か
し
て
い
な
い
、
と

　
　
　
　
　
⑥

報
告
し
て
い
る
。
オ
コ
ナ
ー
の
同
日
付
け
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
事
の
経
緯
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
数
日
前
か
ら
北
京
に
来
て
い
た
李
鴻
章
は
、

オ
コ
ナ
ー
に
向
か
っ
て
、
西
太
后
と
の
間
で
ビ
ル
マ
問
題
に
つ
い
て
相
談
し
、
こ
の
時
圏
太
后
か
ら
朝
廷
の
有
力
な
大
臣
や
官
僚
た
ち
は
ビ
ル

マ
王
位
の
回
復
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
た
と
語
り
、
清
聴
派
の
強
硬
意
見
に
つ
い
て
オ
コ
ナ
ー
の
注
意
を
喚
起
し
た
。
ま
た
李
玉
章

は
、
朝
貢
の
継
続
は
清
朝
の
体
面
を
保
つ
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
際
ビ
ル
マ
総
督
あ
る
い
は
ビ
ル
マ
統
治
の
責
を
負
う
行
政
富
の
名

義
で
、
旧
例
に
従
う
形
で
進
貢
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
で
妥
協
で
き
な
い
か
、
と
も
語
っ
た
と
い
う
。
そ
の
際
李
鴻
章
は
領
土
割
譲
に
つ
い
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

切
ほ
の
め
か
す
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
オ
コ
ナ
ー
は
最
後
に
書
き
添
え
て
い
る
。
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中英Fビルマ・チベット協定」（一八八六年）の背景（箱閉）

　
李
鴻
恩
が
こ
こ
で
示
し
て
い
る
解
決
案
と
は
、
先
に
曾
紀
澤
が
提
案
し
た
方
法
で
あ
り
、
当
時
朝
廷
は
「
国
体
を
損
な
う
も
の
で
、
断
じ
て

行
う
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
反
対
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
四
月
三
日
総
理
衙
門
は
条
件
つ
き
だ
が
「
ビ
ル
マ
総
督
に
よ
る
山
面
と
い
う
案
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

つ
い
て
、
我
々
も
融
通
し
て
協
議
し
て
も
い
い
」
と
言
い
出
し
て
お
り
、
上
記
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
考
え
て
、
李
鴻
章
を
中
心
に
北
京
で
調
整

が
図
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
但
し
、
朝
廷
が
「
ビ
ル
マ
王
位
回
復
」
と
い
う
名
分
論
を
第
一
と
す
る
姿
勢
に
変
更
は
な
く
、
こ
れ
に

対
し
李
鴻
章
が
表
立
っ
て
反
応
し
て
い
る
形
跡
も
見
ら
れ
な
い
。

　
～
方
、
オ
コ
ナ
ー
は
こ
の
妥
協
案
に
ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
と
判
断
し
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
彼
が
ロ
ー
ズ
ベ
リ
へ
の
報
告
書
に

書
き
添
え
た
「
李
鴻
章
は
領
土
割
譲
に
つ
い
て
一
切
ほ
の
め
か
し
て
い
な
い
」
と
い
う
点
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
こ
れ
よ
り
前
の
三
月
六
日
、

オ
コ
ナ
！
は
バ
モ
ー
問
題
に
つ
い
て
、
李
鴻
章
と
の
間
で
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
報
皆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
李
鴻
章
は
し

ば
し
ば
「
バ
モ
i
割
譲
は
英
国
の
ビ
ル
マ
支
配
を
容
認
す
る
か
わ
り
に
中
国
が
要
求
す
る
べ
き
当
然
の
権
利
」
だ
と
語
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
、

駐
天
津
英
国
領
事
ブ
レ
ナ
ン
か
ら
な
さ
れ
た
、
そ
こ
で
オ
コ
ナ
ー
は
ブ
レ
ナ
ン
を
通
じ
て
李
鴻
章
に
「
バ
モ
ー
の
よ
う
な
両
国
に
と
っ
て
価
値

の
な
い
土
地
を
め
ぐ
っ
て
、
早
急
に
友
好
的
に
解
決
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
問
題
を
複
雑
に
し
な
い
で
ほ
し
い
」
と
告
げ
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
李

鴻
章
は
喜
ん
で
こ
れ
を
聞
き
、
ブ
レ
ナ
ン
の
問
い
に
答
え
て
「
バ
モ
ー
割
譲
の
要
求
は
曾
紀
澤
の
考
え
で
、
お
そ
ら
く
曾
は
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ら
示
唆
を
受
け
た
の
だ
ろ
う
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
オ
コ
ナ
ー
は
、
バ
モ
ー
割
譲
要
求
と
は
曾
野
菊
の
意
見
で
あ
る
と
の
言
質
を
と
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
と
看
倣
し
、
早
速
翌
日
に
、
バ
モ
ー
割
譲
要
求
は
曾
紀
澤
の
意
見
で
あ
っ
て
総
理
衙
門
の
意
に
非
ず
、
と
の
電
信
を
本
国
に
送
っ
て
い
る
。

　
こ
の
三
月
六
日
の
報
告
と
三
月
二
七
日
の
報
告
と
を
合
わ
せ
て
考
え
て
み
る
と
、
オ
コ
ナ
ー
と
し
て
は
、
「
朝
貢
問
題
」
で
英
国
が
譲
歩
す

る
か
わ
り
に
、
中
国
か
ら
は
領
土
的
要
求
は
し
な
い
と
い
う
方
向
で
、
李
鴻
巣
と
の
間
に
妥
協
が
成
立
し
う
る
と
硬
い
た
い
の
だ
ろ
う
。
李
鴻

立
毛
の
史
料
が
無
い
の
で
こ
れ
は
あ
く
ま
で
オ
コ
ナ
ー
の
見
方
に
よ
れ
ば
の
話
だ
が
、
李
鴻
章
と
い
う
存
在
を
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や

く
ハ
ー
ト
の
提
案
し
た
「
虚
名
を
譲
っ
て
実
利
を
と
る
」
と
い
う
政
策
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
オ
コ
ナ
ー
と
幸
手
章
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

談
内
容
は
イ
ン
ド
省
へ
も
報
告
さ
れ
、
そ
の
判
断
が
待
た
れ
た
。
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た
だ
し
、
ハ
ー
ト
に
と
っ
て
「
実
利
」
と
は
雲
南
省
内
に
交
易
場
を
開
設
す
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
オ
コ
ナ
ー
は
そ
こ
ま
で
は
言
及
し
て
い
な

い
。
こ
の
点
は
注
意
を
要
す
る
の
で
、
第
四
章
で
詳
述
す
る
。

　
四
月
二
五
日
上
諭
が
下
り
、
曾
紀
澤
は
後
任
の
耳
掻
券
が
間
も
な
く
ロ
ン
ド
ン
に
着
任
す
る
こ
と
か
ら
、
帰
国
を
命
じ
ら
れ
る
。
ビ
ル
マ
問

題
に
つ
い
て
は
、
英
国
側
は
ビ
ル
マ
王
位
圓
復
を
認
め
な
い
上
、
国
境
画
定
交
渉
は
関
係
重
大
で
あ
る
た
め
、
曾
紀
澤
が
帰
京
し
た
ら
皇
帝
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

り
直
接
下
問
し
、
そ
の
後
に
決
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
曾
紀
澤
の
帰
京
を
待
つ
こ
と
な
く
、
総
理
衙
門
と
オ
コ
ナ
：
の

問
で
「
ビ
ル
マ
・
チ
ベ
ッ
ト
協
定
」
が
調
印
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

①
『
李
鴻
章
全
集
（
　
）
隔
、
光
緒
十
二
年
二
月
初
二
日
（
三
月
七
日
目
亥
刻
「
曾

　
侯
致
課
署
」
、
六
四
八
頁
。

②
隅
李
鴻
章
全
集
（
一
）
臨
、
光
緒
十
二
年
二
月
初
四
日
（
三
月
九
日
）
亥
刻
到

　
門
”
謬
重
出
曾
侯
」
、
　
⊥
ハ
｝
血
○
胃
貝
。

③
『
李
鴻
章
全
集
（
～
）
愉
、
光
緒
十
二
年
二
月
初
九
目
（
三
月
一
四
日
）
午
刻
到

　
「
曾
侯
致
謡
講
」
、
六
五
一
頁
。

④
上
諭
の
内
容
は
以
下
の
通
り
一
門
曲
論
界
務
商
務
、
既
為
認
英
唐
笠
、
即
辮
到

　
遣
使
呈
残
罪
凋
轟
然
。
思
至
翌
翌
往
來
、
尤
失
國
禮
、
断
不
可
行
。
前
豆
本
以
存

　
量
目
正
辮
、
而
一
毫
大
臣
八
仙
通
商
原
議
為
重
二
歩
、
此
時
侃
宜
堅
守
存
置
前
説
、

　
興
之
始
終
力
事
。
縦
争
之
不
得
、
尚
可
留
待
異
日
也
。
」
（
㎎
李
鴻
章
全
集
（
～
）
隔
、

　
光
緒
十
二
年
二
月
初
十
日
（
三
月
一
五
日
）
巨
編
到
「
課
署
致
曾
侯
」
、
六
五
二

　
頁
）
。

⑤
『
李
鴻
章
全
集
（
一
）
幅
、
光
緒
十
二
年
二
月
十
二
日
（
三
月
　
七
日
）
申
刻
到

　
「
曾
侯
致
綱
諫
署
」
、
⊥
ハ
五
＝
～
百
バ
。

⑥
男
○
ミ
≧
O
①
N
O
、
O
自
。
二
。
円
8
Φ
げ
①
蔓
甲
琶
①
α
q
B
蔵
王
9
H
メ
ζ
雪
卜
。
メ

　
一
c
Q
O
Q
①
．

⑦
閃
○
ミ
＼
δ
①
卜
。
る
6
。
き
二
。
湘
。
ω
Φ
σ
Φ
タ
窯
ρ
δ
。
。
“
竃
聖
b
、
刈
甲
罷
。
。
9

⑧
魍
李
鴻
章
全
集
（
一
謡
、
光
緒
十
二
年
二
月
二
十
九
日
（
四
月
三
日
）
巳
刻
到

　
「
課
口
佃
致
曾
侯
」
、
六
五
五
頁
。

⑨
聞
○
一
ミ
｝
8
H
る
”
O
。
冒
二
。
幻
。
ω
①
σ
①
蔓
質
ρ
刈
ω
甲
ζ
舞
ρ
一
。
。
c
。
◎

⑩
閏
○
ミ
≧
O
①
ド
Q
O
。
⇔
9
δ
沁
8
Φ
げ
興
ざ
邑
Φ
α
q
錘
β
ζ
¢
。
「
蒸
し
。
。
。
。
9
な
お
、

　
三
月
一
〇
日
に
は
ω
壁
冒
ヨ
①
ω
、
ω
O
器
①
［
8
に
、
バ
モ
！
割
譲
要
求
は
北
京
の
意

　
思
で
は
な
く
欧
州
に
駐
在
す
る
清
国
公
使
館
の
、
も
っ
と
具
体
的
に
言
え
ば
欧
州

　
人
館
員
の
発
案
だ
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
ら
し
い
（
臥
越
ミ
建
題
駄
G
ミ
蓉
げ

　
§
偽
識
ミ
さ
試
翫
ミ
G
霧
ミ
ミ
勲
く
。
ピ
悼
じ
隻
2
客
ρ
竃
8
り
O
¢
・
日
曲
げ
①
＝
8

　
踏
舞
Ψ
N
＼
蔭
メ
ζ
舞
一
N
｝
。
。
Q
。
①
も
’
ω
O
一
．
）
。

⑪
イ
ン
ド
省
か
ら
外
務
省
に
回
答
が
届
い
た
の
は
五
旦
＝
日
で
、
イ
ン
ド
省
も

　
李
鴻
章
が
総
理
衙
門
を
説
得
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
こ
の
形
式
で
使
節
派
遣
を
継
続

　
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
る
。
凋
○
羅
＼
一
〇
①
ω
甲
Ω
o
二
心
ε
℃
p
¢
湾
Φ
｛
o
け
P
鼠
避

　
卜
。
一
し
G
o
c
Q
①
．

⑫
『
李
鴻
章
全
集
（
一
）
輪
光
緒
十
二
年
三
月
二
十
二
日
（
四
月
二
五
日
）
巳
刻

　
到
「
課
署
致
曾
侯
」
、
六
六
二
頁
。
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第
四
章
　
「
ビ
ル
マ
・
チ
ベ
ッ
ト
協
定
」
調
印

中英「ビルマ・チベット協定」（～八八六年）の背景（箱田〉

　
上
諭
に
よ
り
、
曾
紀
澤
の
帰
京
を
待
っ
て
決
定
を
下
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
七
月
二
四
日
総
理
衙
門
は
オ
コ
ナ
ー
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
①

間
に
協
定
を
締
結
し
た
。
こ
の
よ
う
な
展
開
の
変
化
は
、
英
国
人
マ
コ
ー
レ
ー
を
団
長
と
す
る
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
使
節
団
派
遣
計
画
と
、
こ
れ
が

引
き
起
こ
し
た
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
混
乱
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

　
ビ
ル
マ
・
雲
南
か
ら
さ
ら
に
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
内
陸
通
商
路
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
英
国
は
、
す
で
に
一
八
六
八
年
と
一
八
七
四
…
五
年
に
探

検
隊
を
派
遣
し
て
い
た
。
第
二
量
目
の
探
検
隊
派
遣
に
あ
た
り
、
こ
れ
に
同
行
す
る
た
め
派
遣
さ
れ
た
斎
忌
英
国
公
使
館
の
マ
ー
ガ
リ
ー
が
雲

南
辺
境
で
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
発
生
、
こ
の
「
マ
ー
ガ
リ
ー
事
件
」
を
口
実
に
、
馬
繋
公
使
ウ
ェ
ー
ド
は
中
国
に
対
し
て
様
々
な
要
求
を
行
い
、

こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
、
李
鴻
章
と
ウ
ェ
ー
ド
の
間
で
～
八
七
六
年
芝
果
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
芝
架
協
定
の
「
特
別
条
項
」
に
お
い
て
、

英
国
が
一
八
七
七
年
に
北
京
か
ら
甘
粛
・
青
海
を
経
て
、
ま
た
は
丁
田
・
チ
ベ
ッ
ト
経
由
で
イ
ン
ド
に
探
検
隊
を
派
遣
す
る
場
合
、
中
国
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
安
全
を
保
証
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
英
国
が
こ
の
協
定
を
批
准
し
た
一
八
八
五
年
、
チ
ベ
ッ
ト
ヘ
マ
コ
ー
レ
i
使
節
団
を

派
遣
す
る
こ
と
が
中
国
側
に
通
知
さ
れ
た
。
一
八
八
五
年
一
〇
月
マ
コ
ー
レ
ー
が
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
通
商
に
つ
い
て
交
渉
す
る
た
め
北
京
に

向
か
っ
て
い
る
と
の
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
芝
　
協
定
に
定
め
る
よ
う
に
使
節
団
の
安
全
を
確
保
す
る
べ
く
、
四
川
総
督
丁
寳
槙
と
駐
蔵
大

臣
セ
レ
ン
ゲ
、
需
辮
大
臣
古
語
に
対
し
、
官
吏
を
派
遣
し
て
チ
ベ
ッ
ト
人
に
使
節
団
の
チ
ベ
ッ
ト
入
り
を
認
め
る
よ
う
教
え
導
く
こ
と
と
命
じ

る
上
諭
が
下
っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
人
の
間
で
は
西
洋
人
に
対
す
る
猜
疑
心
が
強
く
、
マ
ー
ガ
リ
ー
事
件
の
よ
う
に
使
節
団
と
の
問
で
事
変
を
引
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

こ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
一
八
八
五
年
＝
月
北
京
に
到
着
し
た
マ
コ
ー
レ
ー
に
対
し
、
総
理
衙
門
は
芝
果
協
定
に
従
い
「
護
照
」
を
発
給
、
一
八
八
六
年
五
月
二
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

日
に
は
李
鴻
章
を
通
じ
て
マ
コ
ー
レ
ー
使
節
団
の
構
成
人
数
が
総
理
衙
門
に
知
ら
さ
れ
た
。

　
だ
が
、
こ
こ
で
総
理
衙
門
は
突
然
、
使
節
団
派
遣
の
延
期
を
オ
コ
ナ
ー
に
申
し
入
れ
た
。
高
蔵
大
臣
よ
り
、
英
国
人
使
節
団
派
遣
の
知
ら
せ
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に
チ
ベ
ッ
ト
で
混
乱
が
生
じ
て
お
り
、
あ
く
ま
で
こ
れ
を
阻
も
う
と
す
る
チ
ベ
ッ
ト
人
が
英
国
人
に
危
害
を
加
え
る
恐
れ
が
あ
る
、
と
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
な
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
芝
　
協
定
に
よ
っ
て
使
節
団
の
安
全
を
保
障
す
る
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
中
国
と
し
て
は
、
チ
ベ
ッ
ト
人
が
使

節
団
と
衝
突
す
る
と
い
う
事
態
は
、
ま
さ
に
マ
ー
ガ
リ
ー
事
件
と
そ
の
後
の
苦
し
い
交
渉
と
い
う
悪
夢
の
再
演
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、
マ
ー

ガ
リ
ー
事
件
の
際
に
は
中
国
は
そ
の
管
轄
外
で
あ
る
「
野
人
」
の
犯
行
で
あ
る
と
主
張
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
雲
南
地
方
官
の
処
罰
を
要
求
す
る

ウ
ェ
ー
ド
に
対
抗
し
た
が
、
チ
ベ
ッ
ト
に
関
し
て
こ
の
よ
う
な
雷
い
訳
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
そ
の
よ
う
な
言
い
訳
を
す
れ
ば
、
そ

れ
は
即
ち
中
国
の
チ
ベ
ッ
ト
放
棄
を
意
味
す
る
。

　
こ
の
た
め
総
理
衙
門
は
五
月
三
一
日
に
、
オ
コ
ナ
ー
に
対
し
使
節
団
派
遣
の
延
期
を
要
請
し
、
英
国
が
芝
果
協
定
の
「
特
別
条
項
」
を
放
棄

す
る
な
ら
、
ビ
ル
マ
問
題
の
早
期
解
決
を
承
諾
し
て
も
よ
い
と
提
案
し
た
。
オ
コ
ナ
ー
も
ま
た
こ
の
機
会
を
利
用
し
、
協
定
案
は
自
身
が
作
成

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
の
後
協
定
の
具
体
的
な
規
定
を
め
ぐ
っ
て
、
両
者
の
間
で
は
し
ば
ら
く
激
し
い
応
酬
が
交
わ
さ
れ
る
が
、
七
月
二

四
日
「
ビ
ル
マ
・
チ
ベ
ッ
ト
協
定
」
の
調
印
に
こ
ぎ
つ
け
る
。
こ
の
「
ビ
ル
マ
・
チ
ベ
ッ
ト
協
定
」
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
第
｝
条
で
英
国
は

ビ
ル
マ
か
ら
中
国
へ
の
十
年
一
系
の
継
続
を
認
め
、
貢
使
に
は
ビ
ル
マ
人
を
充
て
る
こ
と
を
約
し
た
他
、
第
二
条
で
は
中
国
は
英
国
の
ビ
ル
マ

に
お
け
る
支
配
権
を
承
認
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
懸
案
の
圏
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
で
専
門
委
員
を
派
遣
し
て
調
査
・
画
定

す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
同
条
で
は
通
商
に
つ
い
て
も
別
に
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
を
約
し
て
い
る
。
第
四
条
で
は
、
芝
　
協
定
で
認
め
ら
れ
た

チ
ベ
ッ
ト
へ
の
使
節
団
派
遣
に
つ
い
て
、
英
国
は
そ
の
撤
圏
を
承
諾
し
、
再
開
時
期
に
つ
い
て
は
チ
ベ
ッ
ト
現
地
の
状
況
を
勘
案
し
、
英
国
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
使
節
受
け
入
れ
を
強
要
し
な
い
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。

　
以
上
、
ビ
ル
マ
問
題
が
急
遽
解
決
に
向
か
っ
た
経
緯
を
説
明
し
た
が
、
中
国
側
は
と
も
か
く
、
陸
路
通
商
路
の
確
保
を
長
年
企
図
し
て
き
た

英
国
側
に
と
っ
て
、
国
境
・
通
商
問
題
の
決
着
を
先
送
り
に
し
た
こ
の
協
定
は
、
満
足
の
い
く
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
芝
㎜
不
協
定
に
よ

っ
て
英
国
が
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
内
陸
通
商
路
を
開
拓
す
る
こ
と
は
、
本
来
中
国
側
も
拒
め
な
い
は
ず
で
あ
り
、
中
黒
側
の
困
難
な
状
況
を
熟
知
し

て
い
る
は
ず
の
オ
コ
ナ
ー
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
協
定
を
作
成
し
調
印
し
た
の
か
。
こ
の
時
期
ま
だ
雲
南
と
の
境
界
地
域
で
は
、
ビ
ル
マ
人
に
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中英「ビルマ・チベット協定」（一八八六年）の背景（箱［目）

よ
る
抵
抗
が
続
い
て
い
た
事
実
は
ひ
と
つ
の
説
明
に
な
る
。
た
だ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
李
記
章
の
対
応
を
考
慮
に
い
れ
て
み
る
と
、
も
う
ひ
と

つ
の
説
明
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
今
一
度
李
鴻
章
の
対
応
を
整
理
し
た
い
。

　
～
八
八
六
年
～
月
＝
一
百
付
け
の
曾
紀
澤
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
馬
面
章
は
「
（
ビ
ル
マ
問
題
に
つ
い
て
）
し
ば
し
ば
電
信
に
て
総
署
と
相

談
し
て
い
る
の
を
拝
見
し
、
そ
の
大
体
を
知
っ
て
い
る
が
、
朝
廷
の
求
め
て
い
る
の
は
進
貢
の
虚
名
で
、
バ
モ
ー
・
新
街
を
割
譲
さ
せ
よ
う
と

の
説
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
雲
母
総
督
に
は
こ
れ
を
遠
方
よ
り
管
理
支
配
す
る
気
力
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
チ
ベ
ッ
ト
通
商
に
つ
い
て
は
、
朝
議

は
断
固
反
対
し
て
お
り
、
英
国
の
欲
望
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
し
ら
な
い
。
も
し
厳
重
に
禁
止
す
る
協
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
不
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
ソ
ー
ル
ベ
リ
が
「
聖
王
」
の
提
案
を
行
っ
た
の
が
一
月
一
二
日
で
あ
り
、
～
月
一
三
日
と
は
ま
さ
に

曾
紀
澤
が
総
理
衙
門
に
対
し
、
バ
モ
ー
割
譲
要
求
を
主
と
す
る
境
界
交
渉
を
開
始
し
た
い
旨
伝
え
た
時
で
あ
る
。
総
理
衙
門
が
こ
の
曾
紀
澤
の

方
針
に
承
認
を
与
え
た
こ
と
は
す
で
に
確
認
し
た
。
李
鴻
章
は
総
理
衙
門
以
上
に
「
虚
名
」
さ
え
保
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
と
い
う
消
極
的

態
度
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
　
一
八
八
五
年
一
一
月
の
時
点
で
李
鴻
章
は
駐
天
津
領
事
ブ
レ
ナ
ン
に
対
し
、
英
国
に
よ
る
ビ
ル
マ
併
合
を
容
認
し
た
上
で
、
バ

モ
ー
を
英
国
の
管
轄
外
に
留
め
、
こ
こ
に
中
興
双
方
の
官
吏
を
駐
在
さ
せ
て
辺
境
貿
易
を
管
理
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
語
り
、
両
国
が
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

界
を
接
す
る
こ
と
に
重
大
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
キ
ャ
ン
ベ
ル
も
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
と
『
タ
イ
ム
ズ
』
記
事
の
背
後
に
李
五
三
の
存
在
を
疑
っ

　
　
　
⑪

て
い
た
が
、
実
際
、
天
津
と
ロ
ン
ド
ン
の
対
応
は
呼
応
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
一
二
月
一
三
日
付
け
で
李
鴻
章
は
、
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
と
い
う
書
簡
を
総
理
衙
門
に
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
書

簡
は
、
英
国
が
大
理
を
狙
っ
て
様
々
な
陰
謀
を
め
ぐ
ら
せ
て
お
り
、
ビ
ル
マ
を
手
中
に
入
れ
た
今
、
そ
の
危
険
性
は
フ
ラ
ン
ス
の
拠
る
ベ
ト
ナ

ム
以
上
で
あ
る
、
と
し
て
李
鴻
章
に
警
告
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
李
鴻
章
は
こ
こ
で
列
挙
さ
れ
た
陰
謀
の
申
で
も
、
團
教
徒
反
乱
の
可
能
性
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

外
国
人
が
大
理
の
鉱
産
資
源
開
発
権
を
狙
っ
て
い
る
と
い
う
二
点
を
特
に
重
視
し
、
予
防
措
置
を
講
じ
る
必
要
性
を
訴
え
た
。
こ
の
差
響
章
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

報
告
を
受
け
～
月
三
日
下
さ
れ
た
上
諭
は
、
雲
南
の
督
撫
に
辺
境
防
衛
の
強
化
を
命
じ
て
い
る
。
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ヘ
　
　
へ

　
李
鴻
章
の
こ
う
し
た
動
き
は
オ
コ
ナ
ー
の
感
知
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
一
月
～
八
日
付
け
の
報
告
書
に
は
、
天
津
か
ら
の
秘
密
情
報
と

し
て
、
雲
南
・
ビ
ル
マ
境
界
地
域
に
中
国
の
軍
隊
が
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
聖
意
章
が
ビ
ル
マ
で
の
英
国
の
行
動
に

不
信
感
を
示
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
報
告
書
で
オ
コ
ナ
ー
は
、
一
八
八
五
年
初
め
の
バ
モ
ー
に
お
け
る
反
乱
鎮
圧

に
功
績
の
あ
っ
た
も
の
へ
の
褒
賞
を
求
め
る
雲
南
巡
撫
の
上
奏
が
、
一
月
＝
日
付
け
の
『
京
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
点
を
重
視
し
、
「
こ

れ
ほ
ど
時
間
が
経
過
し
た
今
、
こ
の
よ
う
な
文
書
が
公
表
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
状
況
如
何
に
よ
っ
て
は
中
国
は
ビ
ル
マ
問
題
に
介
入
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

意
思
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
目
的
の
も
と
に
な
さ
れ
た
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
書
紀
澤
や
総
理
衙
門
と
い
う
正
式
な
外
交
ル
ー
ト
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
間
接
的
な
形
で
は
あ
る
が
、
ビ
ル
マ
併
合
に
よ
り
英
国
勢
力
と

境
界
を
接
す
る
こ
と
へ
の
中
国
側
の
深
い
警
戒
感
が
、
英
国
側
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
英
国
勢
力
を
で
き
る
だ
け
雲
南
境
界
か
ら
遠

ざ
け
た
い
が
、
か
と
い
っ
て
辺
境
地
域
を
管
理
す
る
能
力
に
は
欠
け
る
中
国
の
実
情
を
、
ビ
ル
マ
王
位
の
圓
復
や
朝
貢
の
継
続
と
い
っ
た
名
分

論
で
覆
い
隠
し
つ
つ
、
背
後
で
は
英
国
勢
力
の
中
国
西
南
辺
境
地
域
へ
の
侵
入
を
阻
む
べ
く
、
英
国
側
に
警
告
を
送
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
外
交
方
法
で
あ
れ
ば
、
朝
廷
は
名
分
論
を
主
張
し
て
対
面
を
保
つ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
李
鴻
章
も
表
立
っ
て
動
い
て
は
い
な
い
の

で
清
議
と
対
立
す
る
恐
れ
も
な
く
、
行
動
を
束
縛
さ
れ
る
度
合
い
も
低
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
オ
コ
ナ
ー
も
ま
た
ビ
ル
マ
人
の
抵
抗
が
続
く
状
況
で
、
中
国
側
の
強
い
懸
念
を
押
し
て
ま
で
雲
南
の
開
放
を
要
求
す
る
必
要
は
な
い

と
判
断
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
「
ビ
ル
マ
・
チ
ベ
ッ
ト
協
定
」
締
結
交
渉
に
お
い
て
、
英
外
務
省
は
先
に
曾
罪
業
に
約
束
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

た
サ
ル
ウ
ィ
ン
川
東
岸
地
域
の
割
譲
を
協
定
案
に
盛
り
込
も
う
と
し
た
が
、
オ
コ
ナ
ー
は
こ
れ
に
反
対
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
彼
の
「
虚
名

を
譲
っ
て
も
領
土
は
譲
ら
な
い
」
と
い
う
方
針
は
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
「
バ
モ
ー
割
譲
要
求
は
曾
紀
澤
の
意
見
で
あ
っ
て

北
京
の
意
思
に
非
ず
」
と
か
「
中
国
は
虚
名
を
と
っ
て
実
利
を
と
ら
ず
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
ま
た
一
段
と
具
体
化
さ
れ
た
。

①
こ
の
間
の
交
渉
に
つ
い
て
、
総
理
衙
門
は
駐
英
清
国
公
使
館
と
協
議
を
行
っ
て

　
い
な
い
。
マ
カ
…
ト
ニ
ー
に
と
っ
て
こ
の
協
定
内
容
は
全
く
予
想
外
な
も
の
で
、

曾
紀
澤
が
（
実
際
に
は
マ
カ
ー
ト
ニ
i
自
身
が
）
英
外
務
雀
に
認
め
さ
せ
た
領
土

割
譲
な
ど
の
条
件
が
～
切
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
憤
慨
し
て
い
た
ら
し
い
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ビ
ル
マ
問
題
に
お
け
る
中
国
側
の
対
応
に
つ
い
て
、
曾
紀
澤
と
本
国
の
外
交
政
策
を
戯
然
と
区
曝
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
実
利
」
と
「
虚
名
」
、

あ
る
い
は
「
積
極
」
と
「
消
極
」
と
い
う
評
価
が
下
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
英
国
の
ビ
ル
マ
併
合
に
よ
っ
て
中

国
が
危
惧
し
た
の
は
、
内
陸
通
商
ル
ー
ト
の
確
立
を
目
指
す
英
国
と
直
接
境
界
を
接
す
る
こ
と
か
ら
、
中
国
西
南
辺
境
地
域
へ
英
国
勢
力
が
侵

入
し
て
く
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
点
で
、
曾
二
連
と
本
国
の
間
に
認
識
の
相
違
は
な
い
。
「
公
使
館
と
北
京
は
意
見

を
異
に
す
る
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
や
論
鋒
章
と
の
対
抗
上
、
ハ
ー
ト
に
よ
っ
て
誇
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
朝
貢
継
続
（
虚
名
）
で
譲
る
代
わ
り
に
、
中
国
側
か
ら
領
土
面
（
実
利
）
で
の
譲
歩
を
引
き
出
し
た
い
オ
コ
ナ
ー
に
よ
っ

て
受
け
継
が
れ
た
。
英
国
側
の
交
渉
担
当
者
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
イ
メ
ー
ジ
が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
中
国
側
に
と
っ
て
も
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
必
ず
し
も
利
用
価
値
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
李
憲
章
σ
対

応
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。
李
鴻
章
の
対
応
は
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
詳
細
に
こ
れ
を
考
察
す
れ
ば
、
彼
な
り

の
外
交
方
針
を
兇
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
ビ
ル
マ
・
チ
ベ
ッ
ト
協
定
」
の
基
本
と
な
る
ハ
ー
ト
の
協
定
案
は
、
そ
も
そ
も
マ
カ
ー
ト
二
一
案
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の

で
あ
る
。
「
併
合
容
認
と
バ
モ
ー
割
譲
」
を
交
換
条
件
に
す
る
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
案
と
、
「
朝
貢
継
続
と
雲
南
開
放
」
を
交
換
条
件
に
す
る
ハ
ー
ト

案
と
が
対
立
し
た
。
ビ
ル
マ
併
合
の
可
能
性
を
保
持
し
た
い
英
国
政
府
に
と
っ
て
、
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
案
は
検
討
す
る
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
李
鴻
章
が
マ
カ
ー
ト
ニ
i
案
と
呼
応
す
る
態
度
を
示
し
て
い
た
こ
と
も
、
オ
コ
ナ
ー
の
注
意
を
引
い
て
お
り
、
彼
の
判
断
に
影
響
を
与
え

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
も
っ
と
も
、
英
国
側
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
バ
モ
ー
割
譲
の
可
能
性
を
留
保
し
て
お
く
こ
と
で
遠
征
前
後
に
お

け
る
中
国
側
の
介
入
を
防
い
だ
、
と
い
う
側
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
李
鴻
章
が
バ
モ
巨
魚
譲
を
本
気
で
望
ん
で
い
た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ

は
や
は
り
英
国
側
を
牽
制
す
る
手
段
に
過
ぎ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
英
国
側
の
「
朝
貢
問
題
」
に
対
す
る
妥
協
的
姿
勢
が
確
認
さ
れ
る
や
、
李
鴻
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章
は
曾
紀
澤
が
過
度
に
バ
モ
ー
割
譲
に
固
執
し
な
い
よ
う
、
今
度
は
こ
れ
を
抑
え
る
行
動
に
出
た
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て

交
渉
が
行
き
詰
る
と
、
ビ
ル
マ
総
督
に
よ
る
使
節
派
遣
と
い
う
曾
紀
澤
の
提
案
を
支
持
し
、
朝
廷
内
で
調
整
を
図
る
一
方
、
オ
コ
ナ
ー
に
対
し

て
は
、
清
議
の
動
き
に
注
意
を
促
し
つ
つ
、
バ
モ
ー
割
譲
要
求
が
曾
爾
澤
・
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
の
意
見
で
あ
る
と
の
言
質
を
与
え
た
。
つ
ま
り
、

ロ
ン
ド
ン
と
北
京
と
の
間
で
調
整
を
行
う
立
場
に
自
ら
を
置
き
、
ま
た
自
身
の
そ
の
よ
う
な
役
割
を
英
国
側
に
示
す
こ
と
で
、
英
国
側
の
、
特

に
オ
コ
ナ
ー
と
の
妥
協
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
中
国
側
に
と
っ
て
最
も
危
惧
さ
れ
た
の
は
、
中
国
西
南
辺
境
地
域
に
現
在
あ
る
秩
序
が
乱
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
案
で
あ
れ

ハ
ー
ト
案
で
あ
れ
、
当
該
地
域
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
点
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
に
対
し
最
終
的
に
締
結
さ
れ
た
「
ビ
ル
マ
・
チ
ベ
ッ
ト

協
定
」
第
三
条
は
、
国
境
画
定
と
通
商
問
題
の
交
渉
を
事
実
上
棚
上
げ
し
て
お
り
、
中
英
両
国
は
辺
境
地
域
の
現
状
維
持
を
認
め
る
形
で
妥
協

し
て
い
る
。
同
じ
「
虚
名
を
譲
っ
て
実
利
を
と
る
」
方
策
で
も
、
ハ
ー
ト
案
と
最
終
協
定
と
で
は
、
そ
の
性
格
は
同
一
の
も
の
で
は
な
い
。
確

か
に
オ
コ
ナ
ー
と
し
て
は
朝
貢
（
虚
名
）
と
領
土
（
実
利
）
の
取
引
に
成
功
し
た
と
主
張
し
う
る
だ
ろ
う
が
、
西
南
辺
境
地
域
の
現
状
維
持
を

確
保
し
た
中
国
側
か
ら
す
れ
ば
、
ま
さ
に
「
虚
も
実
な
り
」
で
あ
っ
た
。
中
英
両
国
が
こ
の
よ
う
な
妥
協
に
達
し
得
た
の
は
、
如
露
対
立
と
い

う
国
際
環
境
が
第
一
の
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
李
鴻
章
を
中
心
と
し
た
こ
の
よ
う
な
中
国
外
交
の
性
格
に
よ
る
と
こ
ろ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
義
士
に
よ
り
中
国
辺
境
が
脅
か
さ
れ
る
状
況
が
続
く
中
、
こ
う
い
つ
た
中
国
外
交
に
対
し
て
語
ら
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
も
つ
危
険
性

を
危
惧
す
る
声
が
、
中
国
人
自
身
の
中
か
ら
起
こ
っ
て
く
る
。
ビ
ル
マ
・
雲
南
国
境
問
題
に
つ
い
て
も
一
八
九
〇
年
代
初
め
に
新
し
い
展
開
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

見
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

①
ビ
ル
マ
問
題
で
李
鴻
章
が
と
っ
た
外
交
方
針
は
、
属
国
と
自
主
の
口
あ
い
だ
」

　
を
創
出
し
利
用
し
た
、
朝
鮮
問
題
に
お
け
る
彼
の
外
交
方
針
に
も
通
じ
る
、
こ
の

　
時
期
の
中
国
外
交
の
底
流
を
な
す
方
針
と
い
え
よ
う
（
李
鴻
章
の
朝
鮮
問
題
に
お

け
る
外
交
政
策
に
つ
い
て
は
、
岡
本
隆
司
前
掲
害
、
三
七
五
頁
参
照
）
。
た
だ
、

こ
の
ビ
ル
マ
問
題
の
争
点
は
、
ビ
ル
マ
の
存
続
で
は
な
く
、
中
国
西
南
地
域
で
の

内
陸
通
商
と
そ
れ
に
よ
る
当
該
地
域
の
秩
序
の
危
機
で
あ
っ
た
。
「
ビ
ル
マ
・
チ
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ベ
ッ
ト
協
定
」
で
は
西
南
辺
境
地
域
の
秩
序
維
持
を
優
先
し
、
界
務
・
通
商
問
題

　
の
解
決
を
先
送
り
し
た
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
外
交
方
針
に
象
徴
さ
れ
る
清
末
中

　
国
外
交
の
性
格
が
、
以
後
の
国
境
画
定
交
渉
の
中
で
ど
の
よ
う
な
変
化
を
見
せ
る

　
の
か
、
注
②
で
述
べ
る
よ
う
に
、
次
の
課
題
と
し
た
い
。

②
　
英
外
務
省
が
曾
紀
澤
に
承
認
し
た
が
、
一
八
八
六
年
の
「
ビ
ル
マ
・
チ
ベ
ッ
ト

協
定
」
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
サ
ル
ウ
イ
ン
側
東
岸
シ
ャ
ン
族
の
土
地
の
割
譲
な

ど
の
三
条
件
を
め
ぐ
り
、
～
八
九
〇
年
代
初
め
醇
福
成
に
よ
っ
て
英
国
と
の
間
に

演
緬
界
務
交
渉
が
再
開
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
稿
で
十
分
取
り
上
げ

る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
雲
南
現
地
当
周
の
対
応
も
含
め
て
考
察
す
る
予
定
で
あ

る
。
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The　Background　of　the　Conclusion　of　the　Convention　Relating

to　Burma　and　Tibet　between　Great　Britain　and　China　in　1886　：

　　　　　　　　　　An　Exar血ation　of　the　Charactehst至cs

　　　　　　　of　China’s　Diplomatic　Policy　in　the　Late　Qing

by

HAKoDA　Keiko

　　In　the　Convention　Relating　to　Burma　and　Tibet，　1886，Great　Britain　agreed　that

the　Burmese　should　send　the　customary　tribute　missions　to　China血exchange　for

Chinese　recognitioR　of　the　authority　and　irtile，　which　Great　Britain　was　exercising

in　Burma．　From　the　standpoint　of　the　study　of　the　changes　in　the　diplomatic　his－

tory　of　modern　China　in　the　19th　century　that　views　the　”treaty　system，”　intro－

duced　by　the　Western　powers，　as　having　chanenged　and　eventua皿y　triumphed

over　the　”tribute　system，”　which　had　traditionalty　kept　the　international　order　in

East　Asia，　this　convention　can　be　seen　as　a　peculiar　case．　As　regards　this　pecu－

liarity，　previous　studies　have　explained　its　special　character　in　terms　of　the　｝imited

relationship　of　China　and　her　tributaries　in　contradistinction　to　the　Western　sys－

tem．　ln　short，　while　the　Qing　dynas£y　dernanded　a　nominal　tributary　status　of　Bur－

ma，　Great　Britain　adopted　Hart’s　proposal　to　”cede　empty　words　and　seize　the

rea｝．”　This　view，　however，　overlooks　the　fact　that　Hart’s　proposal　was　originally

made　to　counter　that　of　Macartney　and　Li　Hongzhang．　ln　order　to　oppose　Macart－

ney’s　suggestion　that　Great　Britain　cede　Bahmo，　a　trade　center　of　the　upper　lrra－

waddy，　to　China　in　exchange　for　recognition　of　the　annexation　of　Burrna，　Hart

proposed　that　in　return　for　recognition　of　the　continuation　of　tribute　missions，　Chi－

na　should　open　Yuman　to　frontier　trade．　At　this　time，　the　question　of　which　na－

tion，　China　or　Great　Britain，　would　take　the　initiative　in　trade　on　the　Ygnnan－

Burma　firontier，　which　was　expected　to　develop　with　the　annexa£ion　of　Bumia，　lay

belmd　the　rivaky　between　Hart　and　Macartney．

　　Ariother　point　of　view　generaRy　shai”ed　by　previous　studies　is　to　see　the　dli－

plomacy　of　Zeng　Jize，　the　Chinese　MmisteT　to　Great　Britain，　in　coRtrast　to　that　of

the　home　government　（including　the　Zongliyamen　and　Li　Hongzhang），　regarding

the　former　as　positive　and　pursuing　real　interests　and　the　latter　as　negative　and

sat圭s丘ed　with　a　no曲al　suzera血ty．　In　fact　this　image　of　Ch血ese　diplolnacy　in　the

late　Qing　period　was　a　result　of　detiberate　exaggeration　by　both　sides，　Hart　and
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O’Connor　and　Li　Hongzhang，　with　the　intent　of　promoting　favorable　terms　in　the

negotiations．　The　Convention　Reiating　to　Buma　and　Tibet，　1886，　was　on　the　sur－

face　an　exchange　of　empty　words　（tSbute　missions）　for　actual　interests　（the

amexation　of　Burma），　but　at　the　same　tirne　in　regard　to　the　major　problems　of　de一

㎞t血9　the　border　and　reguiat血9　commerce　it　was　actuaily　a　compromise止at

maintained　the　existing　state　of　affairs　on　the　Yunnan－Burma　frontier．　When　Great

Britain　annexed　Buma，　the　most　important　problem　that　China　faced　was　the　tur－

moil　in　the　southwestern　frontier　region，　which　had　been　created　by　the　develop－

ment　of　fi’ontier　trade，　rather　than　the　future　of　Burma．　Howevey，　the　Qing　gov－

eynment　was　barely　able　to　exercise　control　over　the　region．　So，　in　order　to　1〈eep

the　e】蛙sdng　order　in　the　region，　Li　Hongzhang　used　various　tactics，鉦st　supPort－

ing　Macartney’s　plan，　appealing　for　the　cession　of　Bahno　and　then　watchng　to　see

what　move　Great　Britain　would　make．　Later，　he　demanded　a　continuatioR　of　hi－

bute　missions　in　exchange　foy　Bahmo．　By　so　doing，　Chna　secured　both　the　empty

words　ww　tribute　missions　ww　and　the　actual　profit－maiRtenance　of　the　ex－

isting　order　in　the　southwestern　frontier　region．

　　A　Reexamination　of　Asset　Qualifications

for　the　Employment　of　Han　Dynasty　Othcials

by

TAI〈AMuRA　Takeyulci

　　This　study　combines　a　reassessfr｝ent　of　the　content　and　significance　of　asset

qualifications　in　the　employment　of　Han　？一“R’　dynasty　othcials　with　a　cornprehensive

examination　of　the　influence　they　exerted　on　the　lowey　stratum　of　｝ocal　oficials　of

the　period．　Han　dynasty　othcials　were　required　to　own　commodities　required　in

their　duties，　principaily　a　caniage　and　draft　horse　or　a　horse　and　saddle．　ln　cases

where　assets　possessed　did　not　ftilfil｝　the　asset　quallficatioR，　appointments　to　othce

was　not　admitted　or　othcials　were　dismissed．　After　the　promulgation　of　the　Xiao－

liαn孝廉（Fi且al　and　Inco㎜p£）appointment　system（134　BC），　academic　know－

ledge　first　appeared　as　a　qualfication　for　othcial　appointment；　however，　asset　qual－

ifications　continued　even　until　the　period　of　the　Latter　Han　dynasty．　Tingchang亭

長（Neighborhood　Head）was　an　exception　to　this　rule，　appointed　wi£hout　regard

to　assets　or　academic　knowledge．　ln　this　case，　it　was　the　breadth　of　his　circle　of
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